















































































































16そして 近年 新たな論として注目されているのが黒田明伸氏の見解である 黒田氏は、 、 。 、
世紀初頭より貨幣を好銭や中銭等に大別することで、好銭が銀 両につき 文、中銭が1 700
銀 両につき 文で使用されていたとする階層化が見られることから、従来の見解で1 1400
「 」 、 。あった 悪貨が良貨を駆逐する世界 ではなく 悪銭と精銭は共存する世界であるとした
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また、撰銭の側面からは、北京での永楽銭への撰銭開始時期から江南地方から流入してく





































































































ズムを共有した 世紀から 世紀を指すとする岸本美緒氏らの見解が有力説となってい16 18











1 2 1なお、第 章では日本・中国における通貨事情の概要、第 章では銭貨が持つ機能の
つである物価変動の変遷、第 章においては北陸地方の通貨事情、第 章が四国地方の通3 4
貨事情、第 章は東北地方の通貨事情、最後に第 章としてベトナムの通貨事情と日本と5 6
の連関性について述べることとする。
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寇は、 世紀において、激化・凶暴化の一途をたどっていたが、 世紀になると、近隣14 15
、 。諸国の対応策や懐柔策 第 代将軍足利義満の禁圧政策により小康状態に落ち着いていた3
このような状態の中で日本は、明の冊封体制下に入り、建文帝による足利義満の国王号承






































































































実際に、昭和 （ ）年、朝鮮半島の西海岸の先端近く、全羅南道新安郡の沖合で51 1976
至治 （ ）年の年号が記された木簡を含む沈没船が発見された。この沈没船からは、3 1323







い。現代において我々が用いている貨幣とは、 枚の貨幣に 円や 円等の数字が刻印さ1 1 5
れており、市場ではその額面通りの金額での通用がなされている。この通用金額について









文は 枚である ことを指し、鋳造されるその時々によってその重量は、 分（約 グラ1 6 2( )７
ム）から 銭 分（約 グラム）と統一されていない 。また、極端な例では、金銭や銀1 4 5 ( )８
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1 1 1 1銭においても 枚 文として計数されるのである 。これらの意味において、 文とは( )９
枚という単純な計数表現であった。この銭貨のあり方は、 世紀の渡来銭の流入以降か12
ら 世紀までは安定的であったといえる。しかし、 世紀後半に入り、この状況から転15 15
、 。 、じ 銭貨は 枚 文という単一の価値尺度としての機能を失ったのである すなわち1 1 ( )１０
この機能喪失の結果が市場において、善銭と悪銭、つまり 枚が 文として通用する銭貨1 1




。 、 、おいて大量鋳銭されたことによって行われた この宋代の鋳銭は 国家主導で行われ( )１３
その役割は市場における流通手段であるよりは、第一義的に専制国家の国家的支払い手段










「 」 、「 」 。において銭貨を 文 としてではなく 疋 という単位で使用していることが分かる( )１７
また、銭貨が普及するにつれて、銭貨を藁縄にて連結したものを「緡銭」として使用して












「無文銭 、形は中国銭を模しているが銭銘が異なる「島銭 」が確認される。」 (１９)
模鋳銭とは、中世から近世初期の寛永通寳までの日本の公鋳銭が存在しない時期におい
て、渡来銭を写した鋳写銭のことである。あくまで、元となるオリジナルの銭貨は、中国









明されている。模鋳銭の鋳造時期は、京都の 世紀中頃 、鎌倉の 世紀初頭 、博14 15(２２) (２３)


























第一は、明応 （ ）年の室町幕府最初の撰銭令についてである。その内容は、永楽9 1500
通宝や宣徳通宝等の「渡唐銭」については撰銭を認めないが、日本産の偽銭に限り撰銭を
認めるとしている 。これは、文明 （ ）年に発せられた日本初の撰銭令である、(２９) 17 1485
「さかひ銭 ・ こうふ銭 ・ うちひらめ」といった悪銭を除く銭の撰銭を禁止し、永楽」「 」「
通宝・宣徳通宝の使用限度を規定した大内氏の撰銭令 と類似している。これにより、(３０)
中世日本の主要都市である京都・山口に銭市場が拡大していたと捉えることができる。
第二に、永正 （ ）年に発せられた幕府の撰銭令を挙げる。これについては、悪銭3 1506
の混用率を パーセントと明記している 。そして、その後の幕府の撰銭令において、32 (３１)
混用率は パーセントへと変化する 。これは、幕府の悪銭通用を強制しようとする貨20 (３２)
、 。 、幣政策が時代を経るにつれて 後退を余儀なくされていることを示す この意味において
幕府が本来意図した撰銭令の効果は十分に現れていないとの見解を神木哲夫氏は述べてい
























最後に、天正 （ ）年の豊臣秀吉が京都の大山崎において発した撰銭令について10 1582
挙げる。これは 「なんきん銭 ・ うちひらめ銭」については撰銭を行い、この 種以外、 」「 2





























、 。 、由は 鈔と呼ばれる紙幣を中心とした通貨体制を構築したためであった この通貨体制は
元朝最後の皇帝である順帝による「至正通宝」の発行までは継続されていた 。(４２)
元朝の崩壊後に明朝が成立してくることになるが、明朝では建国当初より銭貨の鋳造を
実施することになる。しかし、その鋳造額は少なかった 。洪武 （ ）年には、再(４３) 8 1375
度、紙幣制度である鈔法が成立し、銅銭が補助的立場となる銭鈔二貨制が実施されていく




宣徳 （ ）年には、このような状況から両広地方で交易用銅銭として銭貨の使用10 1435
が解禁される 。明朝は銭使用の禁止を発する等の命令 を行ったが、効果は少なかっ(４７) (４８)
た。ついに景泰 （ ）年には、銭使用を認め、銭と鈔の同時使用を認めるようになっ4 1453
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場に表出し、 枚が 文として通用しなくなる状況が顕著になってきた 。 年代か1 1 1450(５１)
ら 年代にかけて一挙に通貨体制が揺らいでいくことになったといえるであろう。こ1460
のような状況の中で、民間市場の銭貨は、宋銭を中心とする「旧銭」が基準通貨となって
いった 。しかし、長くは続かず、 世紀初頭には低銭が拡大していくことになる。こ(５２) 16
のことは、明朝の中心部である京師において、低銭が中心の通貨事情へと変容しつつある
ことを確認することができる 。この状況は、年数を経るにつれて悪化の一途を辿り、(５３)







































していると捉えることができる。そして、嘉靖 （ ）年になると、中国では銀財政44 1565



















・渡唐銭・永楽・洪武・宣徳・われ銭を 文中 文に使用。100 32
室町幕府の撰銭令。
1512年
、 。・ 文中に 古銭 枚・洪武 枚・宣徳 枚・永楽 枚の 枚を使用100 10 2 2 6 20
室町幕府の撰銭令。
・京銭・うちひらめ・われ銭は撰銭を行う。
1542年 ・永楽・洪武・宣徳・嘉定・かけ銭を 文中 文に使用。100 32
悪銭売買及び撰銭による取引停止の禁止。
織田信長による撰銭令。




・この 種以外は、 倍として通用させる。2 3
年 豊臣秀吉により貫高制から石高制へと移行される。1591
典拠）第 章第 節の内容に基づき、筆者作成。1 2
- 22 -
表１－２ 中国の通貨体制の変容
典拠）第 章第 節の内容に基づき、筆者作成。1 2
、 （ ） 、撰銭令について検討すると 景泰 年の北京での民間における銭使用解禁以降4 1453
年代に悪銭を原因とした撰銭が発生し、既存の通貨体制が揺らぎ始め、明朝は同価1460
値通用を軸とする撰銭令を発令した 。 年代には、その同価値通用の方針から精銭(６６) 1500
が基準となっている市場において悪銭のレートを定め 、悪銭を流通させようとする姿(６７)
勢が見受けられる。日本においては、北京での撰銭令発令の約 年後に、悪銭蔓延によ25
り大内氏城下において撰銭令 が発令されている。そして、 年には室町幕府も撰銭(６８) 1500
令 を発令しており、悪銭蔓延の風潮が九州・四国方面から畿内へと徐々に東に進んで(６９)
きている様子が窺える。 世紀前半には 文中に一定割合の悪銭混入を規定 し、そ15 100 (７０)










































ただ、京都における金の正確な流通時期については、小葉田氏が 年代から 年1530 1550























、 、 。ては後述するが 龍渓県は明朝の海禁政策時において 密貿易の拠点であった地域である
銀流入により、龍渓県では銀が使用されていることが顧炎武により記されている 。ま(７９)
た、別の史料では、 世紀半ば頃の日本への主要輸出品の つとして「古文銭」が挙げ16 1
られ、日本では銭貨を鋳造せず専ら「中国古銭」を用いるとして、銀との交易価格が明示
されている その交易価格は 通常では銭 千文に対して銀 両であるとしているが 福。 、 、「1 4












においては、銀は 年代末から 年代にかけて普及し 、その後、銀の流通量が1560 1570 (８３)
充実するに伴い、土地売買では 年代から、商品取引では 年代から銀の使用が本1580 1590
格化するようになる 。そして、金・銭・米との関係からは、 年代を画期に、銀が(８４) 1590
他の通貨の役割を奪っていくような状況が確認されるようになる 。つまり、京都での(８５)
銀の普及は 年代以降であったといえる 。1590 (８６)
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貨幣と名付けた。
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頁 。）
（前略）
一 百文の内、口さしの分、ふるせに 洪武 宣德 永樂 已上廿文なり、十文、 二文、 二文、 六文、
（後略）
34 1 1968 34(３３)神木哲男「中世後期における物価変動 （ 社会経済史学』第 巻 号、 年）」『
頁。
「織田信長撰銭定書案」永禄 （ ）年 月 日条（佐藤進一・百瀬今朝雄編『中(３４) 12 1569 3 1
世法制史料集』第五巻、岩波書店、 年、 頁 。2001 118 ）
定精選條々 天王寺境内
一ころ せんとく やけ錢 下ゝの古錢以一倍用之、





－」 ～ 頁。46 47
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「羽柴秀吉定書写」天正 （ ）年 月日条（大山崎町史編纂委員会編『大山崎町(３７) 10 1582 10











大田由紀夫「一五・一六世紀中国における銭貨流通 （ 名古屋大学東洋史研究報告』(４０) 」『
第 号、 年） 頁。21 1997 6





『明太祖実録』洪武 （ ）年 月辛酉朔の条。(４４) 8 1375 3
『明太祖実録』洪武 （ ）年 月丙戌の条。(４５) 27 1394 8
王令『廣陵先生文集』巻 。大量の銭が鋳造された北宋代の文献であるが、鋳銭を行(４６) 20
う際の利益は少ないことが記されている。
『明英宗実録』宣徳 （ ）年 月戊午の条。(４７) 10 1435 12
『明英宗実録』正統 （ ）年 月庚寅の条。(４８) 13 1448 5
『万暦大明会典』巻 ・庫蔵 ・鈔法。(４９) 31 2
大田前掲論文「一五・一六世紀中国における銭貨流通」 頁や足立啓二「明代中期にお(５０) 3
ける京師の銭法 （ 文学部論叢』第 号、 年） 頁等にて言及されている。」『 29 1989 84
『皇明条法事類纂』巻 ・鈔法「銭鈔相兼行使例 。(５１) 13 」
大田前掲論文「一五・一六世紀中国における銭貨流通」 頁。(５２) 4
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『明世宗実録』嘉靖 （ ）年 月甲辰朔の条。(５３) 6 1527 12





『皇明条法事類纂』巻 ・鈔法「銭鈔相兼行使例 。(５７) 13 」
『明孝宗実録』弘治 （ ）年 月丙辰の条。(５８) 16 1503 2
大田前掲論文「一五・一六世紀中国における銭貨流通」 頁。(５９) 5
『明世宗実録』嘉靖 （ ）年 月戊午の条。(６０) 44 1565 5
大田前掲論文「一五・一六世紀中国における銭貨流通」 頁。(６１) 6
。(６２)明朝後期においては、通貨状況の悪化が進行しすぎたために効果が無かったといえる
『明太祖実録』洪武 （ ）年 月丙戌の条。(６３) 27 1394 8
『明世宗実録』嘉靖 （ ）年 月戊午の条。(６４) 44 1565 5
石高制への移行に関する研究については、浦長瀬隆『中近世日本貨幣流通史 （勁草(６５) 』
書房、 年）に詳しい。2001
『皇明条法事類纂』巻 ・鈔法「銭鈔相兼行使例 。(６６) 13 」
大田前掲論文「一五・一六世紀中国における銭貨流通」 頁。(６７) 5
「撰銭事」文明 （ ）年 月 日条。(６８) 17 1485 4 15
「洛中洛外酒屋土倉条々」永正元（ ）年 月 日条。(６９) 1504 8 23
3 1506 7 22 9 1512 8(７０)「 」 （ ） 。 、「 」 （ ）撰銭事 永正 年 月 日条 または 定 撰銭事 永正 年
月 日条。30
「織田信長撰銭定書案」永禄 （ ）年 月 日条。(７１) 12 1569 3 1
小葉田前掲書『日本貨幣流通史』 頁、 ～ 頁。(７２) 316 339 341
『実隆公記』に関しては、京都などの中央に関する金の記録だけではなく、地方にお(７３)
ける記録も確認することができる。例えば、中世北陸での金のやり取りが残されている
『 、（ 実隆公記』享禄 年（ ） 月 日条（加能史料編纂委員会編『加能史料』戦国Ⅷ2 1529 1 11
石川県、 年、 ～ 頁 。2010 146 147 ））
田中浩司「貨幣流通からみた 世紀の京都 （鈴木前掲書『貨幣の地域史－中世から(７４) 16 」
近世へ ） ～ 頁。』 106 107
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小葉田前掲書『日本貨幣流通史』第 章。(７５) 2
永原慶二「中世貨幣史における金の問題 （ 戦国史研究』第 号、 年 。(７６) 」『 ）35 1998
本多前掲論文「戦国・豊臣期の貨幣流通と東アジア」 ～ 頁。(７７) 68 70
大田前掲論文「一五・一六世紀東アジアにおける銭貨流通－日本・中国を中心として(７８)
















田中前掲論文「貨幣流通からみた 世紀の京都」 頁。(８３) 16 109
浦長瀬隆「一六世紀後半京都における取引手段の変化 （浦長瀬前掲書『中近世日本貨(８４) 」
幣流通史 。』）






記』の分析から－ （ 東京大学史料編纂所研究紀要』第 号、 年）及び、川戸貴史」『 20 2010
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「銀貨普及期京都における貨幣使用 （天野忠幸・片山正彦・古野貢・渡邊大門編『戦国」


























市に関する研究は、百瀬氏が、矢野荘には 種の枡 が存在していたことを示し、 世3 15(７)
紀前半における矢野荘の 月から 月の米の和市が 文から 文を推移したことを7 12 790 900
明らかにした 。また、熱田公氏は 『東寺百合文書』の別置である『教王護国寺文書』(８) 、
の和市に注目し、貞和 （ ）年から長禄元（ ）年までの矢野荘における米の和市2 1346 1457
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、 （ ） （ ） 。 、状 が存在し 延慶元 年から寛正元 年の期間に作成された これらは(１４) 1308 1460
在地の代官が前年分の年貢・公事の収入と支出を散用状として作成し、東寺へ報告を行っ















(１８)【史料２－① 「代官信広・同祐尊等連署請文」康安元（ ）年 月 日条】 1361 12 5
「両代官御請 」矢野庄事康安元・十二・五
（ 端 裏 書 ）
十月十六日御事書条々、謹拝見仕候畢、
一当年御年貢和市間事、十月一日於那波市、地下番頭・百姓等相共仁立之候畢、御使存
、 、知事候、先度運送之御年貢和市、貫別相当壱石貳斗参升 候 又十一月一日於那波市延定




(１９)【史料２－② 「学衆方地下注進状」貞治二（ ）年 月日条】 1362 11
（前略）























































、 。図２－１・図２－２より 米と大豆を除いた 品目の和市が連動していることが分かる3
また、和市は米が最も高く、次に大唐米、大豆、麦、雑穀の順となっている。具体的な和






年代に入ると、 年から 年代の期間の麦と雑穀を除き、 品目の和市は急1400 1400 1410 5
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激に変動幅が大きくなり、特に米は 年代では確認されない 文を超える額にまで1300 1000
高騰している様子が確認される。この状況は、 年代から 年代において、 品目1420 1430 5
ともに顕著となっている。そして、 年代後半になると、米・大唐米・麦の和市は再1400












、 （ ） （ ）1370 6 1373 3 1377年代の和市上昇時においては 応安 年の大風 による天災や永和(２７)
年の代官祐尊に対する永和の惣荘一揆 が発生している。また、 年代の上昇は、明(２８) 1390
徳 （ ）年に代官明済の罷免を求めた強訴・逃散 、さらに同年には大損亡 、4 1393 (２９) (３０)




和暦 西暦 天災 文書番号
貞治 大洪水・河成 号5 1366 284
応安 大風 号6 1373 33
永徳元 国中平均損亡 号1381 42
至徳元 大風・河成 号1384 439
応永元 大損亡 号1394 567
応永 日照・川成・損亡 ・ 号21 1414 685 686
応永 損亡・大旱魃 ・ ・ 号25 1418 708 709 710
応永 損亡・大旱魃 ・ 号27 1420 720 721
応永 大旱魃・畠荒 ・ 号29 1422 730 731
応永 大水・大風 号32 1425 746
永享 大旱魃・損亡 号5 1433 112
典拠 『相生市史』内より筆者作成。）
一方、 年代のグラフからは、先に触れたように 年代から 年代における1400 1420 1430
和市が顕著な数値を示している点が最も注目される。具体的には、応永 （ ）年は27 1420
約 文、最高値 を示した応永 （ ）年には約 文、永享 （ ）年が1,264 34 1427 1,347 5 1433(３３)
約 文、永享 （ ）年には約 文と高い数値を示している。1,295 9 1437 1,214
この年代では、表２－１にて確認されるように「大旱魃 ・ 大水 ・ 大風」等の天災が」「 」「
。 、 （ ）度々発生している 天災の具体的な被害状況については明らかではないが 応永 27 1420
年と永享 （ ）年の和市高騰は、天災が原因といえよう。5 1433
、 （ ） 、 。そして 最高値を示した応永 年では 直接的な天災や争乱は確認できない34 1427
しかし、 年代から 年代にかけて発生した天災が 回と頻繁であったという事実1410 1420 5
や正長元（ ）年、正長の土一揆の影響を受けた播磨国内の土一揆の勃発 、翌年の1428 (３４)
播磨国内最大規模の一揆である播磨の国一揆の勃発 に結びつく社会情勢等の要素が絡(３５)
み合った結果、和市が最高値を示したと考えられる。事実、正長元（ ）年の土一揆時1428




高くても ％前後であったが、 年代に入ると応永 （ ）年より損免率が ％15 1400 14 1407 50






（ ）年に起きた矢野荘内の土一揆 のみが挙げられる。しかし、これは 年代1454 1450(３８)
後半における和市上昇の要因となったといえるであろう。




れる以前の永享 （ ）年から文安元（ ）年における夏麦と雑穀の和市は、夏麦12 1440 1444
が最高値 文・最安値 文 、雑穀が最高値 文・最安値 文 という 文350 299 349 297 50(４０) (４１)
程度の変動幅で推移していた。このような状況と東寺の僧による追記を踏まえると、永享
元（ ）年の播磨の国一揆等の動乱により 年代には東寺の支配力が弱まった一方1429 1440
で、代官らによる在地支配が強まった結果、散用状へ記載された和市が正確でない、いわ
ば適当な和市が散用状へと記されたのであろう。この東寺の支配力低下を裏付ける事実と

















ているように米よりも 文程度安い値がつけられ、 文差を保ちつつ米と連動した動100 100
きをしている。しかし、例外として、 年代から 年代において約 文の開きが1420 1430 370












作の麦である 。一方の秋麦は、 ・ 世紀を中心に畿内周辺にて栽培された蕎麦・粟(４６) 14 15
・大豆・胡麻といった夏作の畠作上納物の総称とされている 。そのため、グラフ中で(４７)
は、秋麦は雑穀へと分類した。
麦は、 年代から 年代での例外を除き、麦の和市が大豆の和市を上回ることは1420 1430





高が約 倍あり 、麦が大豆よりも収穫量が多かったことが読み取れる。1.5 (４９)
次に、変動幅についてみてみると、麦は畠作物の 品目中、 年代からの高騰期を3 1420








、 （ ） 、 （ ）1420 33 1426 410 1429年代に入ると 応永 年では約 文であった麦の和市は 永享元




























月が 文と最も安く、 月が 文と最も高い。そして、年末にかけて和市が少しず717 5 1,125
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つ上昇し、 月から 月においては 文以上の幅をもって変動している。この変動は、1 6 200
中世の米の生産スケジュールが 月に苗の種まき 、 月中旬から 月上旬に成長した1 4 5(５４)





大唐米については、 月から 月と 月の和市が確認できなかったが、 月が 文と2 5 7 8 550
最も安く、 月が 文と最も高い和市を示していることが分かる。米と似たような変10 737
、 、 。動をしているため 米と同様に 月に納入期を迎え 市に流通し売買されていたといえる8
次に、大豆は 月から 月の和市が確認できなかったが、 月と 月に和市が下落し6 9 4 10
ている様子が見て取れる。具体的には、 月が 文と最安値を示し、 月が 文と最4 435 1 673
高値を示している。また、 月と 月以降においては、ともに和市が上昇している。こ4 10




は 月の 文、最高値は 月の 文の和市を示している。また、大豆と同様に 月10 200 2 347 3




月に最も安い 文、 月に最も高い 文の和市となっている。中世における一般的336 10 850
な麦の生産スケジュールは、 月から 月に麦蒔き、 月から 月に収穫、 月に収穫し8 9 3 4 5










みたい。年貢納入が本格的に開始される 月から 月までの件数は、全体の ％を占6 12 87.0
める 。散用状の記録は代銭納のための換金の記録でもあるため、 月から 月にかけ(５７) 6 12
てその記録が多いことは市への年貢物流入量がその時期に多いことを示す。つまり、年末
にかけて農作物が市へ大量に流入し、その結果として市への流通量が増加、和市の安定化








・ 月において、散用状に記載された件数が全体の ％を占めている 。既に述11 12 52.2 (５９)
べたように、矢野荘における農作物の納入期は ・ 月でなく、米・大唐米は 月、麦11 12 8

































【史料２－④】より、和市高騰が続いた永享 （ ）年、京都と矢野荘における米10 1438

























それぞれで米 石を売買すると利潤に 貫文の開きが現れるため、現米納を行うよう100 20
命じている。これは、年貢運搬時のコストやリスク、利便性を上回るほどの和市の価格差






66 1 1957 64における米価表－東寺関係の場合－ （ 史学雑誌』第 編第 号、 年）」『
～ 頁より筆者作成。68
次に、具体的な和市変動の検討に移っていきたい。山城東寺の和市は、最安値が至徳元



















いた連動性が確認される。そして、常に京都側の和市が平均で 文から 文ほど高く300 400
なっており、 年代から 年代の和市高騰期には 文以上和市に開きが生じた1420 1430 1000
ことが、代銭納から現米納へと年貢収取の手段が変更された要因であったことを明らかに
した。
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佐々木前掲論文「荘園制下の和市」 ～ 頁。(２０) 398 400
桜井英治・中西聡編『新体系日本史１２ 流通経済史 （山川出版社、 年） 頁。(２１) 』 2002 207
「成円注進状断簡」 月 日条（東宝記刊行会編『国宝東宝記紙背文書影印』東京美(２２) 10 24
術、 年、 頁 。1986 300 ）
（前略）
わしたかく候へハ、百姓米にてなし候へハ、とくふんになり候、せににてなし候へハ、
（和市） （ 得 分 ） （ 銭 ）
禅延なんとてそのとくふんなく候によんての事に候へく候 （後略）、
（ 得 分 ）
『 ） 、(２３)「助僧都良宝和市請文」康暦 （ ）年 月 日条（ 相 上』 頁 。本史料は2 1380 6 11 8 428
和市不正に関わる取り調べの記録として、牛尾氏も紹介している （牛尾前掲論文「東寺。
領荘園の和市と算用状―播磨国矢野庄の場合―」 ～ 頁 。29 30 ）
「学衆方評定引付」康暦 （ ）年 月 日条（ 相 』 ～ 頁 。(２４) 2 1380 2 18 7 247 252『 ）
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本史料では、大唐米についての和市が確認できる。基準とすべき市での和市は「 石当た1
り 文」であるが、実際には大唐米 石 斗 升分・代銭 貫 文での取引時の 石850 2 4 9 2 116 1
当たり約 文にて取引されていたことが分かる。867
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木村茂光『日本古代・中世畠作史の研究 （校倉書房、 年） ～ 頁。(２５) 』 1992 278 279
榎原雅治氏は、矢野荘では頻繁に損亡・損免に関する要求が東寺に向けて出されてお(２６)
り、東寺は損亡・損免に対して懐疑的な態度を示していたと述べている（榎原雅治「損免
」 ）） 、要求と豊凶情報 （榎原雅治『日本中世地域社会の構造』校倉書房、 年 。そのため2000
表２－１中では、通常の損亡については記載せず 「大損亡 ・ 大洪水 ・ 大旱魃」等の、 」「 」「
被害が大きかったと想定される事例のみを挙げた。
「学衆評定引付」応安 （ ）年 月 日条（ 相 』 ～ 頁 。(２７) 6 1373 9 21 7 143 160『 ）
「学衆評定引付」永和 （ ）年正月 日条（ 相 』 ～ 頁 。(２８) 3 1377 20 7 199 238『 ）
「供僧・学衆連署請文」明徳 （ ）年 月 日条（ 相 上』 頁 。明済に関(２９) 4 1393 12 14 8 579『 ）
しては、伊藤俊一「 有徳人」明済法眼の半生―室町時代前期における寺院経済転換の一「
断面― （伊藤俊一『室町期荘園制の研究』塙書房、 年）に詳しい。」 2010
「学衆方年貢等散用状」明徳 （ ）年 月晦日条（ 相 上』 ～ 頁 。(３０) 5 1394 5 8 583 586『 ）
「学衆方年貢等散用状案 （ 相 上』 ～ 頁 。なお本史料は年月日が欠けてい(３１) 」『 ）8 601 606
るが、応永 （ ）年及び応永 （ ）年分の散用状が記されている。2 1395 3 1396
「東寺雑掌頼勝申状案」応永 （ ）年九月日条（ 相 上』 ～ 頁 。(３２) 3 1396 8 600 601『 ）
取引毎の和市最高値は、正長元（ ）年における米 石あたり約 文となってい(３３) 1428 1 1,484
る。
「二十一口方評定引付」正長元（ ）年 月 日条（ 相 』 ～ 頁 。(３４) 1428 11 17 7 366 372『 ）
『薩戒記』正長 （ ）年正月 日条（東京大学史料編纂所編『大日本古記録 薩(３５) 2 1429 29








「二十一口評定引付」享徳 （ ）年 月 日条（ 相 』 ～ 頁 。(３８) 3 1454 5 9 7 442 445『 ）
この文言は、散用状中において合計 カ所確認できる 『相 上』 号文書、 号(３９) 5 8 936 942。
文書、 号文書の散用状を参照されたい。951
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3 1443 3 8 525 528(４０)夏麦の最高値は 公文名年貢等散用状 嘉吉 年 月日条 相 上 ～「 」 （ ） （『 』
2 1442 3 15 8 498 504頁 最安値は 供僧方年貢等散用状 嘉吉 年 月 日条 相 上 ～）、 「 」 （ ） （『 』
頁）より算出した。
1444 3 8 536 537(４１)雑穀の最高値は 公文名年貢等散用状 文安元 年 月日条 相 上 ～「 」 （ ） （『 』
1441 4 8 484 486頁 、最安値は「公文名年貢等散用状」嘉吉元（ ）年 月日条（ 相 上』 ～） 『
頁）より算出した。
宮川前掲論文「播磨国矢野庄」附表第八。(４２)





黒田智「 秋麦」とは何か （ 民衆史研究』第 号、 年 。(４７) 「 」『 ）54 1997
木村前掲書『日本古代・中世畠作史の研究』 ～ 頁。(４８) 188 198
宮川前掲論文「播磨国矢野庄」附表第八。(４９)
木村前掲書『日本古代・中世畠作史の研究』 ～ 頁。(５０) 340 341
図２－３は、月が記された 件のデータに基づいて作成した。(５１) 1,968
桜井前掲論文「中世における物価の特性と消費者行動」 ～ 頁。(５２) 65 68
熱田前掲論文「中世荘園社会生活の一斑―矢野荘の年貢算用状を中心に―」 頁。(５３) 17
木村前掲書『日本古代・中世畠作史の研究』 ～ 頁。(５４) 332 333
同上書、 ～ 頁。(５５) 349 352
同上書、 頁。(５６) 194
1,968 6 12 1,714(５７)月が記された全 件中の内、 月から 月における和市による取引件数は、
件を数えた。
桜井前掲論文「中世における物価の特性と消費者行動」 ～ 頁。(５８) 65 68
月から 月における和市による取引件数は、 件を数えた。(５９)11 12 1,029
月から 月における 年代の納入件数は 件中、 件であり、 年代の(６０)11 12 1300 1,024 461 1400
納入件数が 件中、 件を数えた。944 568
「二十一口方評定引付」永享 （ ）年 月 日条（ 相 』 ～ 頁 。(６１) 10 1438 10 19 7 408 410『 ）
百瀬氏は米、桜井氏が油の物価を対象として、地方よりも京都の物価が高かったこと(６２)








比は 「下行枡：公田枡＝ ： 」となっている（続群書類従完成会「東寺庄園斗升増減、 1.33 1
帳（新補 （ 史学文学』第 巻第 号、 年 。）」『 ））2 1 1959
百瀬前掲論文「室町時代における米価表―東寺関係の場合―」 ～ 頁。(６７) 69 70
「幕府撰銭法事書」明応 （ ）年 月条（東京大学史料編纂所編『大日本古文(６８) 9 1500 10
書』家わけ第 ・蜷川家文書之 （東京大学出版会、 年） 頁 。21 2 1984 139、 ）





る （百瀬前掲論文「室町時代における米価表―東寺関係の場合―」 ～ 頁・桜井前掲。 68 69


























果により、 ・ 世紀において北陸に流通していた銭種を明らかにし、出土銭貨内に含15 16
まれる模鋳銭混入に関する再調査を行うことで、悪銭に関する考察を行う。














応永 （ ）年、能登国の農民は 日につき 文ではあるが小額の代銭納を惣持寺15 1408 1 2
へ行っている 。応永 （ ）年には、土地取引に越前の水海の住人が関わっている(７) 32 1425
様子 も見受けられる。また、永享 （ ）年になると、幕府が加賀・能登等の北陸(８) 12 1440
道諸国に対して、棟別銭 文を徴収している 。このように、 世紀前半には、北陸の10 15(９)
農村においても銭が普及し始めていると捉えることができる。しかし、農民が銭取引に登
場する機会は少なく、銭の普及に関しては京都よりも遅れがあるといえる。





世紀中頃以降になると、享徳 （ ）年、能登国法住寺の勧進への寄付を行った者15 2 1453










9 1477 1000他方、領主層においては、文明 （ ）年、能登国守護の畠山氏が日野富子より
貫文を借用している 。また、文明 （ ）年には、京都の清水寺を再建するための(１２) 11 1479
寄付として能登国から 貫文、越前朝倉家からは 貫文を寄贈している 。これら30 500 (１３)
より、 世紀に近づき、借銭や寄贈等の銭貨を用いた動きが活発になるにつれて、その16
取扱額も増大し、銭市場が拡大していることが読み取れる。










状況が一部地域で生じつつあったのである。ついに元亀 （ ）年には、領主層は段銭4 1573
の中に価値が精銭の三分の一である悪銭での納入を認めるまでに至った 。そして、天(１７)




以上、 ・ 世紀における北陸の通貨事情について追ってきた。北陸では、 世紀初15 16 15










北陸における悪銭が文献上にはじめて現れるのは長享 （ ）年のことである。それ2 1488
、 。 、 、以降 悪銭は 世紀末にかけて散見されることなる 特に 史料上に現れる文献の中で16
悪銭の混入率が計算できるものについて、表３－１にまとめた 。(２０)
表３－１ 『加能史料』に見る悪銭混入割合
年度 記事内容 場所 混入率
貫文中、 貫文【算用状】戦国Ⅱ、 頁 能登国土田荘 ％1488 10 1 ( 397 ) 10.0
貫文中、 文【算用状】戦国Ⅲ、 頁 能登国土田荘 ％1489 2 55 ( 158 ) 2.7
貫文中、 文【公用銭】戦国Ⅳ、 頁 能登国土田荘 ％1492 6 467 ( 24 ) 7.7
貫文中、 文【算用状】戦国Ⅳ、 頁 能登国土田荘 ％1495 15 811 ( 197 ) 5.4
貫文中、 貫 文【公用銭算用状】戦国Ⅳ、 頁 能登国土田荘 ％1497 35 1 482 ( 396 ) 4.2
貫文中、 貫 文【公用銭算用状】戦国Ⅳ、 頁 能登国土田荘 ％1497 51 1 380 ( 412 ) 2.7
貫 文中 貫 文 公用銭算用状 戦国Ⅳ 頁 能登国土田荘 ％1498 28 800 1 100 ( 414 ) 3.8、 【 】 、
貫文中、 文【公用銭算用状】戦国Ⅴ、 頁 能登国土田荘 ％1499 33 600 ( 2 ) 1.8
貫文中、 文【公用銭算用状】戦国Ⅴ、 頁 能登国土田荘 ％1500 15 50 ( 90 ) 0.3
貫文中、 文【公用銭】戦国Ⅴ、 頁 能登国土田荘 ％1501 27 870 ( 140 ) 3.2
貫 文中、 文【公用銭】戦国Ⅵ、 頁 加賀国金津荘 ％1510 11 309 500 ( 71 ) 4.4
貫文中、 文【菜料】戦国Ⅷ、 頁 加賀国大野荘 ％1521 7 280 ( 137 ) 4.0
典拠 『加能史料』の内容に基づき、筆者作成。）
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表３－１を見ると、長享 （ ）年の初出から文亀元（ ）年までの間、ほぼ毎年2 1488 1501
のように悪銭が混入していたことが分かる。つまり、長享 （ ）年以降、悪銭が年貢2 1488
収取において問題化していることを示している。これは、北陸での銭の流通量増加ととも
15に、悪銭も増加していたためであろう。北陸への銭貨の供給元である西日本において、






(２１)【史料３－① 「隠岐統朝書状」明応 （ ）年 月 日条】 6 1497 5 10
承候間渡申候、御心得肝要候、
、 、 、 、一 惡錢於京都安洲井方渡申候由蒙仰候 言語道斷次第候 於國者ゑらミ候て渡候間
（野） （能登）
堅被仰候て可有御請取候 （後略）、
【史料３－①】は、すでに須磨千頴氏 や川戸氏 によって検討されている史料で(２２) (２３)







































【 】 、 、 。 、史料３－② は 北陸の文献上 初めて悪銭の文言が現れた史料である その内容は
長享 （ ）年、能登国土田荘において公用銭 貫文中に悪銭 貫文が混入し、悪銭2 1488 10 1
を 文の本銭として扱ったことを示している 。また、明応元（ ）年には加賀国511 1492(２８)
福田荘 の請取銭の中に混入していた悪銭を返却している 。前述の内容を踏まえる(２９) (３０)
と、このような処理を指示したのは京都から派遣された収納使であろう。




4 1495 15 811【史料３－③】は、明応 （ ）年、能登国土田荘にて公用銭 貫文中に悪銭
、 。 、文と不足銭 文があり 悪銭については差し引いて処理したとする内容である これ以後3
















【史料３－④】は、大永元（ ）年、加賀国大野荘から納入された 貫文の中に、不1521 7






















ある 【史料３－⑤】では、天文 （ ）年、深岳寺が徴収した銭貨の中に悪銭 貫文。 14 1545 5
が混入し、その処理について去年と同様に商人へ売却して、如意庵へ送るという内容とな








第二に、悪銭の価値に注目してみよう 【史料３－⑥】では 「壱貫文を五百」と悪銭。 、
を 分の に評価しているが、 年後の永禄 （ ）年には、如意庵へ渡す年貢銭の2 1 24 12 1569
中に含まれていた悪銭を 分の に減価して売却を行っている 。また、これと同様の3 1 (３６)


















この「次銭」を含む 分の に減価される銭については、朝倉氏滅亡後に北陸を支配し3 1
た柴田勝家も、年貢銭納入の際に言及している。
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【史料３－⑧】において、柴田氏は、天正 （ ）年、段銭納入には流通銭を 倍と4 1576 3
することを命じている。これは、流通銭が精銭の 分の の価値しかなかったことを示す3 1
ものである。また 「並銭」という銭種も確認されるが、これも悪銭の一種であると考え、

















代と 年代であるといえる。悪銭が問題化し始めた 世紀末頃は、悪銭への対応が統1570 15




















【 】 、 （ ） 、 、史料３－⑨ には 悪銭拡大後の天文 年 曇花院領加賀国味智郷において8 1539
百姓が代官より 疋（ 貫文）を借金していたが、高利により最終的に借銭額は 年1200 12 9











ているように、天文 （ ）年、京都の松尾神社領越中国松永荘の売却代金 貫文15 1546 100





、 、 。 、そして 年代に入ると 銭貨流通に動揺がはっきりと表れるようになる それは1570
【 】 「 」 、既に 史料３－⑦ にて記したように詳細不明の悪銭であるとされる 次銭 が確認され
流通銭そのものが精銭の 分の にまで下落する事態となった 。3 1 (４９)
以上により、 世紀北陸の銭貨には悪銭が拡大の一途を辿っていたため、京都側から16
は 世紀中頃には信用されなくなり、 世紀末頃になると流通銭が精銭の 分の に下16 16 3 1
落するほど、悪銭が蔓延していた。そして、 世紀末時点での北陸には、価値が高い銭16
種を中心とする「古銭 、そして精銭の 分の の価値しかなかった「次銭」等の悪銭が」 3 1
1570存在していた。つまり、西日本と同様に銭貨の階層化が北陸において形成され 、(５０)
年代に階層化が完成することとなったのである。
しかし、西日本においては 世紀初頭に階層化が確認される ことと比較すると、北16 (５１)
陸は約半世紀程度、銭貨の階層化の形成遅れている。さらに、内容についても違いが確認
され、織田信長上洛直後の永禄 （ ）年の撰銭令では 「ころ ・ せんとく ・ やけ12 1569 、 」「 」「
錢」を 倍 「ゑミやう ・ おほかけ ・ われ ・ すり」を 倍 「うちひらめ ・ なん2 5、 」「 」「 」「 、 」「



















氏遺跡とした 。これらから発掘された出土銭貨の再調査結果を用いて、 世紀北陸の(５５) 16
流通銭の実態について論じていく 。以下、再調査結果を基に検討を行いたい。(５６)
１． 世紀前半の流通銭16
まず、 世紀前半の銭貨流通を確認するために、 世紀前半の出土銭貨である北吉田16 16
25埋蔵銭に注目する。北吉田埋蔵銭については、模鋳銭と本銭を大別するために、平成
（ ）年 月 日から 日にかけて永井久美男氏・芝田悟氏・筆者が再調査を行った2013 7 16 18
。(５７)




5 6発見場所の北吉田より直線距離で約 キロ先には 【史料３－①】にて挙げた明応、










384 7.12 8 0.14 3,992 74.07 27 0.50枚 ％ 五代十国銭 枚 ％ 北宋銭 枚 ％ 金銭 枚（ ）、 （ ）、 （ ）、 （
％ 、南宋銭 枚（ ％ 、元銭 枚（ ％ 、明銭 枚（ ％ 、朝鮮銭 枚） ） ） ）158 2.93 1 0.01 627 11.63 2
（ ％ 、島銭 枚（ ％ 、不明銭 枚（ ％）の合計 枚であった。その0.03 3 0.05 187 3.47 5,389） ）
内の島銭を除く模鋳銭は、 枚（ ％）が確認された。以上の内訳の割合は、全国的32 0.59
な傾向とほぼ一致している 。(６１)
しかし、より詳細にみると、撰銭された埋蔵銭と考えられるにも関わらず、模鋳銭が散
王朝 銭貨名 初鋳年 本銭 模鋳 割合 王朝 銭貨名 初鋳年 本銭 模鋳 割合
開元通寳 621 358 1 0.28% 大観通寳 1107 93
乾元重寳 758 25 政和通寳 1111 168 3 1.75%
光天元寳 918 1 宣和通寳 1119 24
乾徳元寳 919 1 正隆元寳 1157 19
漢通元寳 948 1 大定通寳 1178 8
周通元寳 955 1 建炎通寳 1127 1
唐国通寳 959 4 淳熈元寳 1174 33
宋通元寳 960 17 紹熈元寳 1190 10
太平通寳 976 36 慶元通寳 1195 13
淳化元寳 990 34 嘉泰通寳 1201 10
至道元寳 995 69 開禧通寳 1205 2
咸平元寳 998 65 嘉定通寳 1208 20
景徳元寳 1004 104 1 0.95% 大宋元寳 1225 1
祥符元寳 1009 97 1 1.02% 紹定通寳 1228 7
祥符通寳 1009 59 嘉熈通寳 1237 3
天禧通寳 1017 97 2 2.02% 淳祐元寳 1241 14
天聖元寳 1023 211 1 0.47% 皇宋元寳 1253 15
明道元寳 1032 29 開慶通寳 1259 2
景祐元寳 1034 76 景定元寳 1260 14
皇宋通寳 1038 563 5 0.88% 咸淳元寳 1265 13
至和元寳 1054 49 元 至大通寳 1310 1
至和通寳 1054 12 洪武通寳 1368 7
嘉祐元寳 1056 69 永楽通寳 1408 617
嘉祐通寳 1056 118 宣徳通寳 1433 3
治平元寳 1064 85 1 1.16% 李朝 朝鮮通寳 1423 2
治平通寳 1064 17 太平通寳 不明 1 100%
熈寧元寳 1068 502 6 1.18% 治平元寳 不明 1 100%
元豊通寳 1078 580 3 0.51% 元平宋寳 不明 1 100%
元祐通寳 1086 378 1 0.26% 不明銭 182 5 2.67%
紹聖元寳 1094 176 2 1.12% 小計 5,354 35 0.65%



















楽通寳 枚・宣徳通寳 枚の計 枚、全体では ％が明銭で占められている。そ617 3 627 11.67
して、明銭中では、永楽通寳の割合が ％と特に高いことが分かる。このような永楽98.41
16通寳の偏りは、後述するように同時期の他の出土銭には確認することができないため、







次に、 世紀中頃の出土銭貨として一乗谷朝倉氏遺跡第 次調査出土銭を挙げる。16 52





一乗谷朝倉氏遺跡第 次調査出土銭は、朝倉氏が一乗谷に拠点を構えていた 世紀中52 16
頃に使用されていた武家屋敷の床下から出土している。出土状況は、建物の床下に浅く楕




典拠）平成 （ ）年 月 日、福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館にて、永井久美22 2010 11 5
男氏、芝田悟氏、筆者の 名により行った再調査結果より筆者作成。3
、 、 （ ）一乗谷朝倉氏遺跡第 次調査出土銭についても 北吉田埋蔵銭と同様に 平成52 22 2010




（ ）、 （ ）、 （ ）、 （ ）、枚 ％ 五代十国銭 枚 ％ 北宋銭 枚 ％ 金銭 枚 ％6.89 4 0.10 3,297 87.13 9 0.23
32 0.84 174 4.59 1 0.02 1 0.02南宋銭 枚 ％ 明銭 枚 ％ 朝鮮銭 枚 ％ ベトナム銭 枚（ ）、 （ ）、 （ ）、 （
）、 （ ） 。 、 、％ 不明銭 枚 ％ の合計 枚であった そして 北吉田埋蔵銭とは異なり5 0.13 3,784
島銭は混入しておらず、模鋳銭 枚（ ％）のみが確認された。2 0.05
出土状況から意図的に備蓄銭用として保管されたものであるため、保管する際には撰銭
を行っていたと捉えることができる。備蓄銭は精銭として扱われていた銭が集められた銭
王朝 銭貨名 初鋳年 本銭 模鋳 割合 王朝 銭貨名 初鋳年 本銭 模鋳 割合
開元通寳 621 253 元祐通寳 1086 352
乾元重寳 758 8 紹聖元寳 1094 167
乾徳元寳 919 1 元符通寳 1098 64
周通元寳 955 1 聖宋元寳 1101 138
唐国通寳 959 2 大観通寳 1107 19
宋通元寳 960 10 政和通寳 1111 126
太平通寳 976 25 宣和通寳 1119 15
淳化元寳 990 25 正隆元寳 1157 8
至道元寳 995 69 大定通寳 1178 1
咸平元寳 998 58 建炎通寳 1127 1
景徳元寳 1004 75 淳熈元寳 1174 11
祥符元寳 1009 98 紹熈元寳 1190 3
祥符通寳 1009 55 慶元通寳 1195 2
天禧通寳 1017 90 嘉泰通寳 1201 1
天聖元寳 1023 152 開禧通寳 1205 1
明道元寳 1032 25 嘉定通寳 1208 6
景祐元寳 1034 64 紹定通寳 1228 4
皇宋通寳 1038 494 1 0.20% 景定元寳 1260 3
至和元寳 1054 55 洪武通寳 1368 4
至和通寳 1054 16 永楽通寳 1408 169
嘉祐元寳 1056 50 宣徳通寳 1433 1
嘉祐通寳 1056 99 1 1.00% 李朝 朝鮮通寳 1423 1
治平元寳 1064 72 前黎（ベ） 天福鎮寳 984 1
治平通寳 1064 14 不明銭 5
熈寧元寳 1068 394 小計 3,782 2 0.05%

















った（参考資料に本出土銭の模鋳銭の写真・拓本を掲示 。この 枚については、外見の） 2
みで判断することが可能であった。
では、何故明らかに悪銭と判断できる模鋳銭が、備蓄銭に混入していたのであろうか。





を、次に 世紀末の事例として取り上げる一乗谷朝倉氏遺跡第 次調査出土銭からも検16 57
討を行うこととする。
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における永楽通寳の占有率は他地域よりも高くなっている。 世紀第 四半期の埋蔵銭16 2












北吉田 朝倉５２次 武部(石川) 下右田(山口) 大和田(青森) 石在町(兵庫) 大門(静岡)
時期 16C前半 １６Ｃ中期 15C後半～16C前半 15C第4四半期～16C第1四半期 16C前半 16C前期～中期 １６Ｃ第２四半世紀
最新銭 宣徳通寳(1433) 宣徳通寳(1433) 宣徳通寳(1433) 宣徳通寳(1433) 世高通寳(1461) 宣徳通寳(1433) 弘知通寳(1488)
大中通寳(1361) 0枚 0枚 2枚 8枚 5枚 14枚 13枚
洪武通寳(1368) 7枚 4枚 154枚 650枚 744枚 733枚 1128枚
永楽通寳(1408) 617枚 169枚 881枚 1709枚 1514枚 2224枚 8407枚
永楽占有率 98.4% 97.1% 84.0% 67.1% 65.6% 72.5% 84.7%
宣徳通寳(1433) 3枚 1枚 11枚 178枚 42枚 95枚 370枚










以下、表３－５に一乗谷朝倉氏遺跡第 次再調査結果を挙げる 。57 (７４)
1,870 11.26 30 0.18表３－５より 本出土銭の内訳枚数は 唐銭 枚 ％ 五代十国銭 枚、 、 （ ）、 （
13,610 82.01 1 0.01 88 0.53 2％ 、北宋銭 枚（ ％ 、遼銭 枚（ ％ 、金銭 枚（ ％ 、西夏銭） ） ） ）
0.01 485 2.92 6 0.03 1 0.01 386枚 ％ 南宋銭 枚 ％ 元銭 枚 ％ 天完銭 枚 ％ 明銭（ ）、 （ ）、 （ ）、 （ ）、
（ ）、 （ ）、 （ ）、 （ ）、枚 ％ 朝鮮銭 枚 ％ ベトナム銭 枚 ％ 琉球銭 枚 ％2.32 22 0.13 60 0.36 3 0.01
不明銭 枚（ ％）の合計 枚となっている。また、その内には、模鋳銭 枚30 0.18 16,594 340
（ ％ 、ベトナム製私鋳銭 枚（ ％）が確認された。2.04 56 0.33）






典拠）永井久美男「 世紀後半における流通銭の変化―一乗谷朝倉氏遺跡第 次出土銭16 57
を中心として― （福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館『一乗谷朝倉氏遺跡資料館紀」
要 』福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館、 年） 頁より筆者作成。2000 2001 31
王朝 銭貨名 初鋳年 本銭 模鋳 ベ私 割合（%） 王朝 銭貨名 初鋳年 本銭 模鋳 ベ私 割合（%）
開元通寳 621 1,772 24 1.34% 淳熈元寳 1174 97
乾元重寳 758 74 紹熈元寳 1190 34
乾徳元寳 919 6 慶元通寳 1195 38
漢通元寳 948 3 嘉泰通寳 1201 20
周通元寳 955 1 開禧通寳 1205 23
唐国通寳 959 8 嘉定通寳 1208 83
開元通寳 960 12 大宋元寳 1225 8
宋通元寳 960 58 3 4.92% 紹定通寳 1228 37
太平通寳 976 129 8 5.84% 端平元寳 1234 3
淳化元寳 990 139 3 2.11% 嘉熈通寳 1237 14
至道元寳 995 254 13 1 5.22% 淳祐元寳 1241 36
咸平元寳 998 352 12 2 3.83% 皇宋元寳 1253 24
景徳元寳 1004 396 11 6 4.12% 開慶通寳 1259 1
祥符元寳 1008 755 7 13 2.58% 景定元寳 1260 26
祥符通寳 1008 582 4 0.68% 咸淳元寳 1265 30
天禧通寳 1017 539 6 8 2.53% 西夏 天盛元寳 1158 2
天聖元寳 1023 753 24 3 3.46% 至大通寳 1310 3
明道元寳 1032 68 1 1.45% 至正通寳 1350 3
景祐元寳 1034 262 10 2 4.38% 天完 天定通寳 1359 1
皇宋通寳 1038 1,662 25 2 1.60% 大中通寳 1361 13
至和元寳 1054 152 6 3.80% 洪武通寳 1368 305
至和通寳 1054 35 永楽通寳 1408 16 32 66.6%
嘉祐元寳 1056 135 2 1.46% 宣徳通寳 1433 5
嘉祐通寳 1056 304 5 1.62% 弘治通寳 1503 14
治平元寳 1064 242 2 0.82% 嘉靖通寳 1527 1
治平通寳 1064 34 1 2.86% 李朝 朝鮮通寳 1423 22
熈寧元寳 1068 1,398 4 0.29% 紹豊元寳 1341 1
元豊通寳 1078 1,588 41 4 2.76% 大治通寳 1360 1
元祐通寳 1086 1,106 48 8 4.82% 順天元寳 1428 2
紹聖元寳 1094 507 17 3.24% 紹平通寳 1434 7
元符通寳 1098 183 3 1.61% 大和通寳 1443 6
聖宋元寳 1101 552 12 1 2.30% 延寧通寳 1454 7
大観通寳 1107 246 2 0.81% 光順通寳 1460 11
政和通寳 1111 752 16 2.08% 洪徳通寳 1470 22
宣和通寳 1119 90 1 1.10% 洪順通寳 1509 1
遼 咸雍通寳 1065 1 玄聡道寳 不明 1 100%
正隆元寳 1157 53 1 1.85% 治平聖寳 不明 1 100%
大定通寳 1178 34 大世通寳 1454 1
建炎通寳 1127 3 世高通寳 1461 2
紹興元寳 1131 5 不明銭 30
紹興通寳 1131 2 小計 16198 340 56 2.38%






























つまり、既に述べた 分の の価値の銭貨として認識されていた「次銭」とは、精銭と比3 1






















と北宋銭の銭銘をしていることがほとんどであることが分かる（第 章にて言及 。模鋳6 ）




































。 、 、 、を指摘した これは 北陸では 世紀までは銭そのものの流通量が少なかったために15
撰銭により京都から排除された模鋳銭やベトナム製私鋳銭等の悪銭が流入してきても、北
陸の百姓が精銭と混用せざるをえない銭体系が構築されていったといえる。























される。その初見は、能登守護の畠山義元が三条西実隆に黄金 両を贈った事例 とな2 (７８)
る。この事例は年代の特定ができないものの、畠山義元は明応 （ ）年に畠山義統よ9 1500
り守護職を受け継ぎ、永正 （ ）年に亡くなっていることから、文亀元（ ）年12 1515 1501
（ ） 。 、 （ ）から永正 年の間に起こった出来事であると推察される その後 大永12 1515 4 1524
年に畠山義元の後を継いだ畠山義総が三条西実隆に黄金 両を贈り 、享禄 （ ）10 2 1529(７９)
年には能登国に滞在していた連歌師の月村斎宗碩より三条西実隆に黄金 切を贈っている2
。さらに、天文 （ ）年にも三条西実隆が畠山義総より黄金 両を請け取ってい(８０) 3 1534 3
る 。また、本願寺に対しても金が贈られており、天文 （ ）年、懇志として加賀(８１) 5 1536






贈答物として金が利用されていた享禄 （ ）年には、加賀・能登において金の売買2 1529



























金の年貢銭としての利用は、天文 （ ）年、加賀国年貢分として「掃部分金六枚・5 1536
三林分金壹枚・坪坂分五枚のほせ候、以上十二枚なり 」という事例が初見である 。し、 (８７)
かし、天文 （ ）年以降では、年貢銭での利用は確認することができず、次に同様の5 1536
形で現れるのが天正 （ ）年となる。そのため、天文 （ ）年の事例は例外とし5 1577 5 1536
て捉えるべきであろう。
そして、天正 （ ）年の事例では、天正 （ ）年分の越中国の井波別院瑞泉寺5 1577 4 1576
から本願寺に向けての公用散用状内において金子での算用が行われている 。また、天(８８)
正 （ ）年には前田利勝（天正 （ ）年から天正 （ ）年頃に前田利長と13 1585 16 1588 17 1589
- 83 -
改名）から砺波郡代官の小林大納言へ地子銭として金子 枚 、天正 （ ）年に五1 16 1588(８９)
ヶ山の孫四郎という人物から前田利長へ銭 貫文分として金子 枚を納所銭として納入50 1
されている 。さらに、次の天正 （ ）年の別の史料である【史料３－⑪】を確認(９０) 16 1588
されたい。



























（ ）年より本格的な採掘が始まり、加賀藩初期に最盛期を迎え、寛文年間（ 年1586 1660
代）頃に産金が止まった金山であり、天正 （ ）年以前にも産金があったのではな14 1586
いかとされている 。また、越中にも越中七金山 として著名な金山群が確認される。(９２) (９３)




として後に初期豪商にまで発展した組屋氏 が長崎へ壺 を、陸奥国の南部へ米 を(９４) (９５) (９６)
売却した際に金を利用している 特に文禄 年の米の売却時には 右之御金子対。 （ ） 、「4 1595
（都）
合弐拾壱枚三両 」と記されている。ここでは 「判之金子」とあるこ此内拾五枚五両ハ砂金子但四十目ツゝ壱枚ニ而御座候、五枚八両ハ判之金子 、










（ ）年の勧進帳であった。ここでは 「財宝をもとむるものにハ、こかねしろかね錢1557 、




、 （ ）取引上において銀が用いられ始めたのは 勧進帳での記載から約 年後の天正20 2 1574
年のことである。ここでは、銀子 枚と米 石を若狭の粟屋氏が若狭国武将の白井孫七5 15
郎より請け取ったとしている 。さらに、天正 （ ）年には、越前国の複数の在地(９９) 8 1580
より本願寺宛ての懇志として銀子 枚が贈られている 。このように、 年代より5 1550(１００)
- 85 -
、 。銀の概念自体は北陸にあったが 北陸への銀の流入は 年代以降であったといえよう1570
しかし、 年代から 年代前半における銀の使用事例は、ほとんど確認すること1570 1590
ができないため、本格的な銀の流通には至ってはいないといえる。史料上に銀の使用事例
が頻繁に確認できるようになったのは、慶長 （ ）年以降のこととなる。3 1598
銀流通にとって大きな転換点と考えられる慶長 （ ）年には、検地帳における銀建3 1598
てでの記載が確認される。









、 。 、 、する検地帳であり 製塩に対する課役を目的に作成された そのため 分米ではなく(１０２)
分銭と銀にて明記したと思われる。
その後、同年 月には屋敷売買に銀 匁 の使用、慶長 （ ）年には氷見代官12 16 4 1599(１０３)
から前田利家へ銀子 貫目の進納 、さらに同年には現在の福井県小浜市の甲崎にお25 (１０４)
ける塩年貢散用状内での銀子の使用 等 【史料３－⑫】の検地以前には確認されてい(１０５) 、
ない銀の使用をみることができる。さらに 【史料３－⑫】では銭 貫文を銀 匁とする、 1 10
内容が確認される。また、塩年貢散用状内においても米 石を銀 匁とする旨が記さ104 298












秀吉勢力下にあった前田利家が天正 （ ）年に金沢城へ入城しており、その結果、11 1583
銀遣いが進行していた畿内との接点が強化され、銀遣いの必要性が北陸にももたらされた
と考えられる。




、 、銀の普及については 年代末から 年代中頃とされている京都 と比べると1560 1570 (１０７)











1570は 金と銭貨であったことが分かる 金は 京都とほぼ同時期に北陸にも流入しており、 。 、 、
年代において金に貨幣機能が備わるまでは金が贈答用手段、銭貨が流通手段としてそれぞ
れ機能し、すみ分けが出来上がっていた。その間、銭貨には悪銭が拡大し続けており、金



































『日本中世貨幣史論』校倉書房、 年 。2010 ）
166 2005(２)川戸貴史 撰銭現象の再検討―収取の現場を中心に― 人民の歴史学 第 号「 」（『 』 、
年） ～ 頁。また、能登国土田荘に関する論文として、須磨千頴「土倉による荘園年13 15
貢収納の請負について―賀茂別雷神社の所領能登国土田庄の年貢収納に関する土倉野洲井
の活動 （同『荘園の在地構造と経営』吉川弘文館、 年）がある。」 2005
福井県編『福井県史』福井県及び加能史料編纂委員会編『加能史料』石川県、富山県編(３)
『富山県史』富山県に記載されている文献を基にした。
6 28 2008 178(４)例えば 「本願寺実如書状」 月 日条（ 加能史料』戦国Ⅵ、石川県、 年、、 『
頁）等がある。
2 27 1975 864 865(５)「証如書状案」 月 日条（ 富山県史』資料編Ⅱ中世、富山県、 年、 ～『
頁）等がある。
「南北五ヶ出銭事書」 月 日条（ 富山県史』資料編Ⅱ中世、 ～ 頁 。本史料(６) 6 7 780 781『 ）
は年紀を欠いているが、史料中に「永正九年」と明記されているため、 年であると解1512
釈する。
15 1408 10 25 1999(７)「 」 （ ） （『 』 、惣持寺前住侑藉等連署置文 応永 年 月 日条 加能史料 室町Ⅰ
年、 ～ 頁 。252 253 ）
32 1425 3 12 1987(８)「 」 （ ） （『 』 、 、けん仁名田売券 応永 年 月 日条 福井県史 資料編６ 福井県
年、 ～ 頁 。630 631 ）
12 1440 10 4 2005 73(９)「 」 （ ） （『 』 、 、室町将軍家御教書写 永享 年 月 日条 加能史料 室町Ⅲ 年
～ 頁 。74 ）
22 1415 398 401(１０)「東寺領五方寄合料足注文」応永 （ ）年条（ 加能史料』室町Ⅰ、 ～『
頁 。）
2 1453 7 9 374 382(１１)「 」 （ ） （『 』 、法住寺二王造立勧進状 享徳 年 月 日条 加能史料 室町Ⅲ ～
頁 。）
9 1477 7 29 1998 281(１２)「尋尊大僧正記」文明 （ ）年 月 日条（ 加能史料』戦国Ⅰ、 年、『
頁 。）
「願阿勧進状案」文明 （ ）年 月条（ 加能史料』戦国Ⅰ、 ～ 頁 。(１３) 11 1479 3 334 338『 ）
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2 1488 5 19 2000(１４)「 」 （ ） （『 』 、土田荘公用銭到来散用状事 長享 年 月 日条 加能史料 戦国Ⅱ
年、 ～ 頁 。本史料については 【史料３－②】を参照。389 413 ） 、
例えば 「りしんかう庵そしん畠地売券写」延徳 （ ）年 月 日条（ 加能史(１５) 、 『4 1492 3 21
料』戦国Ⅳ、 年、 ～ 頁）等がある。諸江領家住人が代銭 貫 文にて畠地を諸2004 3 4 4 200
江坊へ売り渡す内容を確認できる。
3 1534 2010 350 357(１６)「 」 （ ） （『 』 、 、味智郷年貢勘定状 天文 年六月条 加能史料 戦国Ⅷ 年 ～
頁 。米での納入記録が確認できる。）
4 1573 6 11 1984(１７)「坪江下郷段銭請取状」元亀 （ ）年 月 日条（ 福井県史』資料編４、『
年、 ～ 頁 。本史料については 【史料３－⑦】を参照。322 323 ） 、
15 1587 7 12 1992(１８)「 」 （ ） （『 』 、藤兵衛等連署畠屋敷売券 天正 年 月 日条 福井県史 資料編７
年、 頁 。612 ）




『加能史料』戦国Ⅳ、 ～ 頁。(２１) 339 340
須磨前掲論文「土倉による荘園年貢収納の請負について―賀茂別雷神社の所領能登国(２２)
土田庄の年貢収納に関する土倉野洲井の活動 。」
川戸前掲論文「撰銭現象の再検討―収取の現場を中心に―」 ～ 頁。(２３) 13 14
川戸同上論文、 ～ 頁。他にも、荘園における代官が収納段階もしくは収納後に撰(２４) 13 15
銭を行い、悪銭を排除した銭貨を年貢銭として収納請負者へ渡すシステムが存在していた
と指摘している。
瀬野精一郎編『日本荘園史大辞典 （吉川弘文館、 年 。能登国土田荘は賀茂別雷(２５) 』 ）2003
神社所有の荘園領、加賀国金津荘は賀茂社が直務支配を行っていた荘園領、加賀国大野荘
は臨川寺所有の荘園領である。
2 1493 2 28 76 77(２６)「中大路清職起請文」明応 （ ）年 月 日条（ 加能史料』戦国Ⅳ、 ～『
頁 。賀茂社氏人が能登国土田荘の公用銭収納使としての下向に際し、収納任務の遂行を）
誓約している。
『加能史料』戦国Ⅱ、 ～ 頁。(２７) 389 413
川戸前掲論文「撰銭現象の再検討―収取の現場を中心に―」 頁。川戸は、悪銭 貫(２８) 13 1
瀬野前掲書『日本荘園史大辞典 。加賀国福田荘は、北野社・北野天満宮所有の荘園領(２９) 』
である。
1492 12 3 37 39(３０)「福田荘神用請取状案」明応元（ ）年 月 日条（ 加能史料』戦国Ⅳ、 ～『
頁 。）
『加能史料』戦国Ⅳ、 頁。(３１) 197
悪銭混入時に悪銭を差し引くという行為は他にも、 年・ 年・ 年（ 加能(３２) 1495 1497 1498 『
197 396 414 1501 2006 90 1510史料 戦国Ⅳ 頁・ 頁・ 頁 年 加能史料 戦国Ⅴ 年 頁』 、 ）、 （『 』 、 、 ）、
年（ 加能史料』戦国Ⅵ、 頁）において確認することができる。『 71
『加能史料』戦国Ⅶ、 年、 ～ 頁。本史料については、計算上、 文の誤差(３３) 2009 136 138 6
が生じる。
17 12 1980(３４)東京大学史料編纂所編 大日本古文書 家わけ ・大徳寺文書 東京大学出版会『 』 （ 、
年） ～ 頁。113 114
『大日本古文書』家わけ ・大徳寺文書 、 ～ 頁。(３５) 17 12 114 115
「越前国二上国衙米収納算用并如意庵渡分注文」永禄 （ ）年 月 日条（ 福(３６) 12 1569 11 18 『
井県史』資料編２、 年、 ～ 頁 。1986 280 281 ）
「段銭請取状」元亀元（ ）年 月日条（ 福井県史』資料編４、 頁 。(３７) 1570 12 321『 ）
「坪江下郷段銭請取状」元亀 （ ）年 月 日条。(３８) 4 1573 6 11
65(３９)高木前掲論文 一六世紀後半越前における銭使用秩序の変容―越前をフィールドに「 」
67 12 1569 11～ 頁。高木は 「越前国二上国衙米収納算用并如意庵渡分注文」永禄 （ ）年、
18 1570 12 3 1月 日条及び「段銭請取状」元亀元（ ）年 月日条での悪銭と「次銭」が 分の
に減価させる必要があるという共通点をもって、悪銭と想定している。
「織田信長撰銭定書案」永禄 （ ）年 月 日条。なお、西日本の撰銭令を検討(４０) 12 1569 3 1
したが、管見の限りでは「次銭」という銭種は見当たらなかった。
『福井県史』資料編４、 頁。(４１) 415
69(４２) 高木前掲論文 一六世紀後半越前における銭使用秩序の変容―越前をフィールドに「 」
～ 頁。70





8 1539 9 14 2012 205(４５)「 」 （ ） （『 』 、 、 、天文日記 天文 年 月 日条 加能史料 戦国Ⅹ 石川県 年
～ 頁 。207 ）
鈴木前掲書『出土銭貨の研究 。鈴木氏は、出土備蓄銭に関する統計を取り、宋銭（北(４６) 』
宋銭・南宋銭）の占める割合が ％を占めていたことを明らかにした。78.91
「井上吉久・孫四郎吉次請取状」天文 （ ）年 月日条（ 富山県史』資料編Ⅱ中(４７) 15 1546 8 『
世、 頁 。904 ）
「隠岐統朝書状」明応 （ ）年 月 日条。(４８) 6 1497 5 10
「坪江下郷段銭請取状」元亀 （ ）年 月 日条。(４９) 4 1573 6 11
黒田前掲論文「東アジア貨幣史の中の中世後期日本 。(５０) 」
同上論文、 頁。(５１) 28
「織田信長撰銭定書案」永禄 （ ）年 月 日条。(５２) 12 1569 3 1
山本前掲論文「平安京左京八条二坊・三坊出土の銭貨鋳型 。(５３) 」




再調査は、平成 （ ）年 月 日から 日、石川県立歴史博物館にて、永井久(５７) 25 2013 7 16 18
美男氏（兵庫埋蔵銭調査会代表 、芝田悟氏（北陸出土銭貨研究会 、筆者の 名による合） ） 3
同調査とした。
44 2001(５８)芝田悟「羽咋郡志賀町北吉田出土の埋蔵銭 （ 石川考古学研究会会誌』第 号、」『
年 。北吉田埋蔵銭については、芝田氏により一次調査が行われ、詳細な報告がされてい）
る。なお、現在、北吉田埋蔵銭は石川県立歴史博物館にて保存されている。
「隠岐統朝書状」明応 （ ）年 月 日条。(５９) 6 1497 5 10








水野和雄「越前一乗戦国城下町遺跡における出土銭貨 （第 回出土銭貨研究会大会(６３) 」 13
報告要旨『歴史空間における銭貨』出土銭貨研究会、 年） 頁。及び、永井久美男2006 69
編『中世の出土銭―出土銭の調査と分類― （兵庫埋蔵銭調査会、 年） 頁。』 1994 48
再調査は、平成 （ ）年 月 日、福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館にて、永井(６４) 22 2010 11 5
氏、芝田氏、筆者の 名による合同調査とした。3




告書― （山崎町教育委員会、 年） ～ 頁。岸田出土銭は、昭和 （ ）年、兵』 1994 5 59 35 1960
庫県宍粟市山崎町岸田での簡易水道工事中に発見された。備前壺から出土し、その壺の特
徴から 世紀初頭の備蓄銭と推測される。島銭 枚を含む 枚の精銭の備蓄銭であっ16 1 8,752
10 1,095 12.51 992 11.33た。上位 銭種を挙げると、元豊通宝（ 枚・ ％ ・皇宋通宝（ 枚・）
810 9.25 786 8.98 725 8.28％ ・元祐通宝（ 枚・ ％ ・永楽通宝（ 枚・ ％ ・熈寧元宝（ 枚・） ） ）
435 4.97 434 4.95 382 4.36％ ・天聖元宝（ 枚・ ％ ・開元通宝（ 枚・ ％ ・紹聖元宝（ 枚・） ） ）
％ ・聖宋元宝（ 枚・ ％ ・祥符元宝（ 枚・ ％）となっている。） ）333 3.80 267 3.05
「加治直誠奉書写」永正 （ ）年 月 日条（ 加能史料』戦国Ⅵ、 ～ 頁 。(６８) 7 1510 5 5 48 49『 ）
北陸においても、緡銭を用いた記録が残されている。
は芝田悟「能登鹿島町武部の出土銭貨に関す(６９)表３－４中における武部出土銭について
る予察 （ 石川考古学研究会会誌』第 号、 年 、石在町出土銭は兵庫埋蔵銭調査」『 ）33 1990
会編『石在町出土銭と公智神社出土銭―西宮市中世期埋蔵銭の調査報告書― （西宮市教』
育委員会、 年 、下右田遺跡出土銭は山口県教育委員会文化課編『山口県埋蔵文化財1994 ）
調査報告第 集 下右田遺跡第 次調査概報 （日本道路公団・建設省山口工事事務所53 4 』
・山口県教育委員会、 年 、大和田出土銭は中田書矢「青森県西海岸出土の一括埋納1980 ）
銭 （ 出土銭貨』第 号、 年）をそれぞれ参照されたい。」『 16 2001
兵庫埋蔵銭調査会前掲書『山崎町の中世・近世銭貨―中世大量備蓄銭と近世銭貨の調(７０)
5 59 94.8 829 786査報告書― ～ 頁 岸田出土銭における永楽通寳の占有率は ％ 明銭 枚中』 。 （ 、
枚）となっている。




鈴木前掲書『出土銭貨の研究』 ～ 頁。(７２) 184 189
永井久美男「 世紀後半における流通銭の変化―一乗谷朝倉氏遺跡第 次出土銭を中(７３) 16 57
心として― （福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館『一乗谷朝倉氏遺跡資料館紀要 』福」 2000
井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館、 年） 頁。2001 31
一乗谷朝倉氏遺跡第 次再調査については、永井氏が平成 （ ）年 月 日か(７４) 57 11 1999 2 12
ら 日に、福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館にて行った再調査のデータを引用した。ま15
た、表３－５中における「 ベ 」はベトナムを 「べ私」はベトナム製私鋳銭を指す 「割（ ） 、 。
合（％ 」は 「 模鋳銭＋ベトナム製私鋳銭）÷（本銭＋模鋳銭 」にて算出した。） 、（ ）
「洛中洛外酒屋土倉條々」永正元（ ）年 月 日条。(７５) 1504 8 23
「豊臣秀吉下知状」 月 日条（滋賀県坂田郡教育委員会編『近江国坂田郡志』第七(７６) 8 18




小葉田淳「能登宝達金山について （ 史窓』第 号、 年） 頁。(７８) 」『 31 1973 2
「実隆公記」大永 （ ）年 月 日条（ 加能史料』戦国Ⅶ、 頁 。(７９) 4 1524 4 10 202『 ）
「実隆公記」享禄 （ ）年正月 日条（ 加能史料』戦国Ⅷ、 頁 。(８０) 2 1529 14 146『 ）
「実隆公記」天文 （ ）年閏正月 日条（ 加能史料』戦国Ⅷ、 頁 。(８１) 3 1534 26 341『 ）
「天文日記」天文 （ ）年 月 日条（ 加能史料』戦国Ⅸ、 年、 頁 。(８２) 5 1536 2 29 2011 49『 ）
「天文日記」天文 （ ）年 月 日条（ 加能史料』戦国Ⅸ、 頁 。(８３) 5 1536 3 19 50『 ）
銀屋とは、領主から許可を得た存在を指す。(８４)
小葉田前掲論文「能登宝達金山について」 頁。(８５) 2
『 ）。(８６)「天文日記」天文 （ ）年 月 日条（ 加能史料』戦国Ⅺ、 年、 頁12 1543 11 27 2013 220
「天文日記」天文 （ ）年 月 日条（ 加能史料』戦国Ⅸ、 頁 。(８７) 5 1536 2 20 52『 ）
5 1577 10 23 1144(８８)「 」 （ ） （『 』 、瑞泉寺顕秀公用算用状 天正 年 月 日条 富山県史 史料編Ⅱ中世
～ 頁 。1145 ）
「砺波郡河上山地子銭請取状」天正 （ ）年 月 日条（ 富山県史』史料編Ⅲ(８９) 13 1585 12 25 『
近世上、富山県、 年、 頁 。1980 712 ）
16 1588 8 15 71(９０)「 」 （ ） （『 』 、五ヶ山納所銭請取状 天正 年 月 日条 富山県史 史料編Ⅲ近世上
頁 。）
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「帥法印斎料等算用覚」天正 （ ）年 月 日条（福井県編『福井県史』資料編(９１) 16 1588 11 8




『福井県史』通史編２・中世（福井県、 年） 頁。(９４) 1994 809
3 1594 9 1990 81(９５)「 」 （ ） （『 』 、 、組屋甚四郎壺売却覚 文禄 年 月日条 福井県史 資料編９ 年
～ 頁 。82 ）




3 1557 7 789 790(９８)「西神霊社殿勧進帳」弘治 （ ）年 月日条（ 福井県史』資料編９、 ～『
頁 。）
「粟屋長景・粟屋長吉連署銀子并米請取状写」天正 （ ）年 月 日条（ 福井(９９) 2 1574 10 15 『
県史』資料編２、 頁 。531 ）
『 ）。(１００)「本願寺教如消息」天正 （ ）年閏 月 日条（ 福井県史』資料編４、 頁8 1580 3 5 497
3 1598 7 15 772(１０１) 「 」 （ ） （『 』 、坂井郡村々塩浜検地帳 慶長 年 月 日条 福井県史 資料編３
～ 頁 ）776 。
『福井県史』資料編３、 頁。(１０２) 776
3 1598 12 23 848(１０３)「 」 （ ） （『 』 、今泉浦住人連署屋売券 慶長 年 月 日条 福井県史 資料編６
頁 。）
「氷見代官納所銭請取状」慶長 （ ）年正月 日条（ 富山県史』史料編Ⅲ近世(１０４) 4 1599 26 『
上、 頁 。84 ）




については、中島楽章氏は 年代末と述べている （中島楽章「京都における「銀貨」1560 。









第 四半期の状況について、伊予では「分銭古 、讃岐では「上銭」という形で銭貨の階4 」
層化が生じていたことを明らかにした 。神木氏は、鎌倉末期から南北町期において熊野(１)
神社の荘園であった土佐国大忍荘（現在の高知県香南市）にて、鎌倉中期以降に貨幣を使
用し、 世紀末から 世紀にかけて年貢の銭納化が実現されたと述べている 。13 14 (２)
そして、高田氏は、壺などに入った形での一括銭ではなく、遺跡において単独に出土す
























(７)【史料４－① 『続日本紀』天平神護元（ ）年 月 日条】 765 8 25
甲申、讃岐国人外大初位下日置毗登乙虫獻錢百萬、授外從五位下、

































世紀末から 世紀以降の代銭納の定着後、代銭納だけではなく、畑の請負銭 や13 14 (１３)
2畠地売買 など、多くの取引で銭貨が用いられるようになっていった。そして、至徳(１４)
（ ） 、 。 、「 」1385 年になると 勧進において銭貨を用いた事例が初めて確認される ここでは 尼

























【史料４－②】において 「並銭」の価値については読み取ることはできないが 「並、 、

























銭 文が納められ、その内 文は「たふ一錢」であると記されている 「たふ一錢」200 150 。
とは当一銭を表わすものと考えられ、銭貨 枚の価値を 文とする銭貨 を年貢銭に用1 1 (１８)
いたことが読み取れる。
当一銭は、中世において最も流通していた銭貨であり、一般的な中国銭とは当一銭を指
















( 追 筆 ) (香西郡)
ニ
後ゑひたい 仕候 」、










（ ）年、北陸では長享 （ ）年、最も早く撰銭令が出された大内氏でさえも【史1500 2 1488
料４－④】と同年の文明 （ ）年である ことを踏まえると、早い段階で四国圏内17 1485 (２０)
において悪銭が拡大していた様子が推察されよう。
しかし 【史料４－④】では、撰銭の具体的様子は確認することはできない 【史料４、 。




















もんぜん 畠六十歩 分銭古拾七文 同寺
祓川 畠半 分銭古五十文 同寺



























一 三拾貳石五斗 上錢五拾貫文上之、但壹貫文 付て六斗五升つゝ、ニ
（後略）





「 」 。前国の 分銭古 と比べると 分の の価値しかなかったことが明らかにされている3 1 (２６)
古銭については、既に小葉田氏により、西国では一般的に精銭として認識されていた銭
種であると言及されており 、中世北陸でも出現する銭貨の名称である。中世四国にお(２７)
、 、 （ ） 、 、いて 古銭が確認される別の史料として 天正 年 阿波国の紺屋役について15 1587
紺屋として一人前になった際に「古銭十疋」を与えると記した史料が確認される 。史(２８)
料より紺屋として一人前として認められた時に初めて「古銭十疋」が与えられるとしてい



















258 12 730【史料４－⑤】より、畠地合計額として「分銭古」 文、田畠合計額として 貫
文が計上されている。田畠の合計額については、畠の「分銭古」も含めた銭貨の合計額で
あることから、この額面については「分銭古」建ての表記となっていることが分かる。さ
らに、田地合計額の分米が 石 斗 升 合であったことも同時に確認することができ14 9 8 3
る。これらの数値から「分銭古」 貫文あたりの石高を算出 すると 「分銭古 貫文＝1 1(３２) 、
1.20 1 0.65米 石 となる そして 史料４－⑥ をみると 史料内において 上銭 貫文＝米」 。 、【 】 、 「
石」ことが読み取ることができる。
両者を比較すると 「上銭」よりも「分銭古」の方が約 倍ほど銭貨としての価値が高、 2















不明であるが、 世紀末頃から 世紀初頭の中近世移行期になると四国地方には 「分16 17 、
























。 、 （ ）浜市より発見された中村岡の久保出土銭である 中村岡の久保出土銭は 大正 15 1926
年 月 日、出土銭の所有者が牛蒡の種まきの準備のために ・ 尺ほどの深さを耕して3 18 2 3
いたところ、鍬の先端が固いものに当たったので掘り返すと常滑甕に古銭がびっしりと入








典拠 兵庫埋蔵銭調査会編 中村岡の久保出土銭－中世期大量埋蔵銭の調査報告書－ 新） 『 』（
居浜市教育委員会、 年） ～ 頁より筆者作成。1999 28 29
鋳造国 銭貨名 初鋳年 本銭 模鋳 割合 鋳造国 銭貨名 初鋳年 本銭 模鋳 割合
四銖半両 BC175 2 聖宋元寳・折二 1101 1
五銖 BC118 1 大観通寶 1107 662
新 貨泉 AD14 3 政和通寶 1111 2,381 1 0.04%
後漢 五銖 24 20 〃折二銭 1111 25
隋 五銖 581 4 宣和通寳 1119 165
開元通寶 621 5,214 3 0.06% 〃折二銭 1119 18
乾元重寳・當十 758 242 清寧通寳 1055 1
乾元重寳・當五十 759 2 大康通寳 1075 1
開元通寶 845 128 壽昌元寳 1095 1
天漢元寳 917 2 乾統天寳 1101 1
光天元寳 918 7 建炎通寳 1127 13
乾徳元寳 919 14 〃折二銭 1127 12
咸康元寳 925 1 紹興元寳 1131 1
乾亨重寳 917 1 〃折二銭 1131 43
天福元寳 938 1 紹興通寳 1131 1
漢通元寶 948 5 淳熈元寳 1174 315
周通元寶 955 14 紹熈元寳 1190 107
唐国通寳 959 67 慶元通寳 1195 123
大通通寳 960 1 嘉泰通寳 1201 91
開元通寶 960 97 開禧通寳 1205 58
宋通元寶 960 191 1 0.52% 嘉定通寳 1208 288
太平通寶 976 551 1 0.18% 〃折二銭 1208 1
淳化元寳 990 510 大宋元寳 1225 12
至道元寳 995 1,035 1 0.10% 紹定通寶 1228 84
咸平元寳 998 997 端平元寳 1234 6
景徳元寶 1004 1,345 嘉熈通寳 1237 27
祥符元寳 1008 1,581 淳祐元寳 1241 91
祥符通寳 1008 936 皇宋元寳 1253 41
天禧通寳 1017 1,345 開慶通寳 1259 3
天聖元寶 1023 2,999 景定元寳 1260 89
明道元寳 1032 314 咸淳元寳 1265 115
景祐元寳 1034 919 2 0.22% 正隆通寳 1157 45
皇宋通寳 1037 8,514 1 0.01% 大定通寶 1178 3
至和元寳 1054 725 元 至大通寳 1310 7
至和通寶 1054 257 和同開珎 708 1
嘉祐元寳 1056 809 神功開寳 765 1
嘉祐通寳 1056 1,490 1 0.07% 日本 島銭 不明 30 100%
治平元寳 1064 1,109 丁（ベ） 大平興寳 970 2
治平通寳 1064 203 前黎（ベ） 天福鎮寳 984 5
熈寧元寳 1068 6,028 2 0.03% 東国通寳 1097 5
熈寧重寳・折二 1071 2 海東通寳 1097 2
元豊通寳 1078 7,383 1 0.01% 三韓通寳 1097 1
〃折二 1078 1 無文銭 7 5 41.67%
元祐通寳 1086 5,809 2 0.03% 不明銭 75 19 20.21%
紹聖元寶 1094 2,684 小計 61,987 41 0.07%
紹聖通寳 1094 2 錆付塊 621
元符通寳 1098 923 破損銭

















）、 （ ）、 （ ）、 （ ）、％ 唐銭 枚 ％ 五代十国銭 枚 ％ 北宋銭 枚 ％5,589 9.01 210 0.39 54,466 87.80
（ ）、 （ ）、 （ ）、 （ ）、遼銭 枚 ％ 南宋銭 枚 ％ 金銭 枚 ％ 元銭 枚 ％4 0.01 1,521 2.45 48 0.08 7 0.01
高麗銭 枚（ ％ 、ベトナム銭 枚（ ％ 、皇朝十二銭 枚（ ％ 、島銭 枚8 0.01 7 0.01 2 0.00 30） ） ）
（ ）、 （ ）、 （ ） 。0.05 12 0.02 94 0.15 62,028％ 無文銭 枚 ％ 不明銭 枚 ％ の合計 枚であった(３６)















ここで、第１節にて述べた嘉暦 （ ）年の【史料４－②】と本出土銭の組成比率と2 1327
を合わせて検討してみたい 【史料４－②】に見られる「分銭」は年貢の代銭納において。
精銭として用いられる文言であることから 「分銭」とは本出土銭内の ％以上を占めた、 98
唐・北宋・南宋銭を指していると推測される。一方、精銭である「分銭」とは区別された


















里出土銭を挙げる。大里出土銭は、昭和 （ ）年 月 日、住宅の新築工事に伴う54 1979 2 26
個人宅庭先での基礎掘削工事の最中に地表から約 ㎝から偶然発見された。 世紀中頃30 14
から後半を埋蔵時期とする出土銭貨である。前述の中村岡の久保出土銭と同様に埋納者や
埋納の目的は不明であり、備前系の甕の中に銭緡とバラの状態で保管されていた。本出土
銭は、昭和 （ ）年度に徳島県教育委員会文化課と海南町（現：海陽町）教育委員54 1979




7 0.01 6,287 8.97 164 0.23いては 新・後漢・隋銭 枚 ％ 唐銭 枚 ％ 五代十国銭 枚、 （ ）、 （ ）、 （
61,873 88.27 1,555 2.22 56 0.08 10％ 北宋銭 枚 ％ 南宋銭 枚 ％ 金銭 枚 ％ 元銭）、 （ ）、 （ ）、 （ ）、
0.01 3 0.00 3 0.00 4 0.01枚（ ％ 、高麗銭 枚（ ％ 、ベトナム銭 枚（ ％ 、皇朝十二銭 枚（） ） ）
21 0.03 5 0.01 100 0.14 70,088％ 、島銭 枚（ ％ 、無文銭 枚（ ％ 、不明銭 枚（ ％）の合計） ） ）









鋳造国 銭貨名 初鋳年 本銭 模鋳 割合 鋳造国 銭貨名 初鋳年 本銭 模鋳 割合
新 貨泉 AD14 1 聖宋元寳 1101 2,796 9 0.32%
後漢 五銖 24 5 〃折二銭 1101 5
隋 五銖 581 1 大観通寶 1107 881 4 0.45%
開元通寶 621 5,809 35 0.60% 政和通寶 1111 2,501 11 0.44%
乾元重寳 760 246 〃折二銭 1111 64
開元通寶 845 197 宣和通寶 1119 159 1 0.63%
通正元寳 916 1 〃折二銭 1119 23
天漢元寳 917 3 建炎通寳 1127 7
光天元寳 918 3 〃折二銭 1127 14
乾徳元寳 919 14 紹興元寳・折二 1131 34
咸康元寳 925 7 紹興通寳 1131 1
乾亨重寳 917 1 乾道元寳・折二 1165 1
漢通元寶 948 4 淳熈元寳 1174 411 12 2.84%
周通元寶 955 34 紹熈元寳 1190 98 1 1.01%
唐国通寳 959 72 慶元通寳 1195 129
開元通寶 960 25 嘉泰通寳 1201 88
宋通元寶 960 218 1 0.46% 開禧通寳 1205 54
太平通寶 976 597 9 1.49% 嘉定通寳 1208 314 4 1.26%
淳化元寳 990 605 4 0.66% 大宋元寳 1225 4
至道元寳 995 1,109 9 0.81% 紹定通寶 1228 95
咸平元寳 998 1,207 3 0.25% 端平元寳 1234 5
景徳元寶 1004 1,475 12 0.81% 嘉熈通寳 1237 19
祥符元寳 1009 1,791 12 0.67% 淳祐元寳 1241 89
祥符通寳 1009 1,061 5 0.47% 皇宋元寳 1253 37 1 2.63%
天禧通寳 1017 1,463 1 0.07% 開慶通寳 1259 4
天聖元寶 1023 3,538 19 0.53% 景定元寳 1260 40
明道元寶 1032 320 3 0.93% 咸淳元寳 1265 93
景祐元寳 1034 1,033 正隆元寳 1158 52
皇宋通寳 1037 9,677 22 0.23% 大定通寶 1178 4
至和元寳 1054 822 元 至大通寳 1310 9 1 10.00%
至和通寶 1054 282 1 0.35% 萬年通寳 760 1
嘉祐元寳 1056 896 2 0.22% 神功開寳 765 2
嘉祐通寳 1056 1,783 5 0.28% 富壽神寳 818 1
治平元寳 1064 1,166 6 0.51% 日本 島銭 不明 21 100%
治平通寳 1064 210 丁（ベ） 大平興寳 970 1
熈寧元寳 1068 6,918 16 0.23% 前黎（ベ） 天福鎮寳 984 2
熈寧重寳・折二 1071 5 東国通寳 1097 1
元豊通寳 1078 8,490 11 0.13% 海東通寳 1097 2
元祐通寳 1086 6,529 11 0.17% 無文銭 不明 1 4 80.00%
紹聖元寶 1094 3,007 8 0.27% 不明銭 19 81 81.00%
紹聖通寳 1094 2 小計 69,762 326 0.47%
















この流通銭の中には、中国において銭貨 枚を 文として流通させた折二銭（二文銭）1 2














長生出土銭は、昭和 （ ）年 月 日、阿南市長生町の長生橋南岸での堤防改修29 1954 5 5
工事中に備前焼の大甕に銭貨が入れられた状態で発見された。発見状況の詳細については
不明であるが、埋蔵時期は室町末期の 世紀後半頃と推定されている。発見地の周辺は15







年） ～ 頁より筆者作成。418 421
、 。 、表４－３に示したように 長生出土銭には 種の銭種が確認される その内訳枚数は61
唐銭 枚（ ％ 、五代十国銭 枚（ ％ 、北宋銭 枚（ ％ 、南宋1,760 6.68 15 0.06 17,634 66.95） ） ）
（ ）、 （ ）、 （ ）、 （ ）、銭 枚 ％ 金銭 枚 ％ 元銭 枚 ％ 明銭 枚 ％260 0.99 40 0.15 6 0.02 4,032 15.31
56 0.21 1 0.00 2 0.00 1 0.00朝鮮銭 枚 ％ ベトナム銭 枚 ％ 琉球銭 枚 ％ 島銭 枚（ ）、 （ ）、 （ ）、 （
）、 （ ） 。 、％ 不明銭 枚 ％ の合計 枚となっている 模鋳銭の識別については2,530 9.61 26,338
再調査が現段階ではなされていないため、出土銭内に模鋳銭が混入しているかどうかは分
鋳造国 銭貨名 初鋳年 本銭 鋳造国 銭貨名 初鋳年 本銭
開元通寶 621 1,695 建炎通寳 1127 1
乾元重寳 758 65 紹興元寳 1131 1
周通元寶 955 2 淳熈元寳 1174 73
唐国通寳 959 13 紹熈元寳 1190 16
宋通元寶 960 50 慶元通寳 1195 28
太平通寶 976 175 嘉泰通寳 1201 15
淳化元寳 990 180 開禧通寳 1205 11
至道元寳 995 330 嘉定通寶 1208 35
咸平元寳 998 335 大宋元寳 1225 3
景徳元寶 1004 450 紹定通寶 1228 14
祥符元寳 1009 524 端平元寳 1234 1
祥符通寳 1009 385 嘉熈通寳 1237 2
天禧通寳 1017 439 淳祐元寳 1241 13
天聖元寶 1023 1,009 皇宋元寳 1253 7
明道元寳 1032 72 開慶通寳 1259 1
景祐元寳 1034 328 景定元寳 1260 24
皇宋通寳 1038 2,473 咸淳元寳 1265 15
至和元寳 1054 169 正隆元寶 1158 35
至和通寶 1054 67 大定通寶 1178 5
嘉祐元寳 1056 235 元 至大通寳 1310 6
嘉祐通寳 1056 377 大中通寳 1361 6
治平元寳 1064 336 洪武通寳 1368 635
治平通寳 1064 89 永楽通寳 1408 3,225
熈寧元寳 1068 2,086 宣徳通寳 1433 166
元豊通寳 1078 2,486 日本 島銭 不明 1
元祐通寳 1086 1,950 前黎（ベ） 天福鎮寳 984 1
紹聖元寶 1094 867 李氏朝鮮 朝鮮通寶 1423 56
元符通寳 1098 247 大世通寳 1454 1
聖宋元寳 1101 729 世高通寳 1461 1
大観通寶 1107 281 不明銭 2,530












。 、・琉球銭といった 世紀代の流通銭にはみられない銭種が確認される 世紀代と比べ14 14
鋳造年代が新しい銭貨が四国にも流入し、流通するようになったといえよう。明銭などの
新しい銭貨が流入してきたことにより、組成比率も大きく変化している。 世紀代の頃14













、 、 。本出土銭は 報告書内において 撰銭されたものかどうかという点に関する言及がない
ただ、ここで表４－３を改めてみてみたい。中村岡の久保出土銭及び大里出土銭の島銭が














、 。っており これらの銭貨は 世紀末頃になると悪銭として認識されていたと指摘できる15
このように考えると、中世日本にて鋳造された模鋳銭もまた悪銭として撰銭の対象とな
っていたことが想定されよう。この撰銭の対象となった銭種は 「日本新鋳料足 」と記、 (４６)
して日本で鋳造された銭貨を排除した京都と同様の傾向にあったといえる。
ここで、再び永楽通寳に着目してみたい。永楽通寳を含む明銭は、京都では混用率を明
。 、 、示して強制的に流通を促されるほどに忌避されていた この一方で 世紀四国では(４７) 15
明銭が急激に拡大したことに伴い、流通銭内において撰銭の対象とはならない精銭として
扱われ、精銭の主体を担う存在として機能していたと捉えることができる。













このように ・ 世紀四国の流通銭を示すことができた一方で、 世紀の流通銭の実14 15 16
















、 （ ）中世四国において 直接的に金が初めて用いられた事例が確認されるのは応永 6 1399
年になってからである。その史料が次の【史料４－⑦】である。






【史料４－⑦】は、応永 （ ）年、阿波国の伊沢城に拠点を構えていた伊澤四郎兵6 1399















、 （ ） 。贈答用以外の使途が確認できるようになるのは 天正 年以降のことである20 1592

















。 、 （ ） 、ある そのため 天正 年を契機として金の使途が変化したと明言できないが20 1592
。贈答用の手段が 世紀末になって初めて変化のきざしを見せたと捉えておくべきである16




















た天正 （ ）年のことである。4 1576
(５４)【史料４－⑨ 「毛利輝元書状」天正 （ ）年 月 日条】 4 1576 8 3

















まり、あくまで 年代から 年代までは、贈答としての機能のみを銀が有していた1570 1580
と考えられよう。
このような状況に変化の兆しが見えるようになったのは、 年代末以降のことであ1580
る。まず、天正 （ ）年になると 「金壹兩ニ付て、鳥目十錢宛、自双方、爲懸賃可16 1588 、














































高木久史「 世紀第 四半期四国の銭使用秩序に関するノート （ 安田女子大学紀(１) 16 4 」『
要 ）第 号、 年 。』 ）39 2011
神木哲男「在地経済の発展と貨幣－土佐国大忍荘－ （同『日本中世商品流通史論－荘(２) 」
園商業の展開と生産構造－』有斐閣、 年 。1980 ）
高田倫子「中世から近世移行期の銭貨流通－四国地方における考古資料を中心に－」(３)
（ 六甲台論集－経済学編－』第 巻第 号、 年 。『 ）55 2 2008
」『 ）。(４)岡本桂典「各地域出土の渡来銭・四国地方 （ 考古学ジャーナル』第 号、 年187 1981
文献史料に関しては 『徳島県史 ・ 阿波国荘園史料 ・ 阿波国徴古雑抄 ・ 香川県(５) 、 』『 』『 』『
史 ・ 新編香川叢書 ・ 愛媛県史 ・ 高知県史』などの郷土史料を使用する。』『 』『 』『
豊臣秀吉が四国の浦々に対し、南蛮船のための大工・人足を手配するという命令が出さ(６)
10れていることからも、四国に南蛮船が寄港していたことが確認される（ 南蛮船文書』『
月 日条（小杉榲邨『阿波国徴古雑抄』日本歴史地理学会、 年、 頁 。6 1922 398 ））
『香川県史』第 巻・資料編、古代・中世史料（香川県、 年） 頁。(７) 8 1986 865
小葉田前掲書『日本貨幣流通史』 頁。(８) 8
永井前掲書『新版中世出土銭の分類図版』 ～ 頁。なお、和同開珎の初鋳年は和(９) 166 169
銅元（ ）年、萬年通寳の初鋳年が天平宝字 （ ）年である。708 4 760
「東大寺領諸國封物來納帳 （ 香川県史』第 巻、 ～ 頁 。(１０) 」『 ）8 714 718





例えば 「柀山守利名畑請料錢内陸佰□事」正安元（ ）年 月 日条（ 高知県(１３) 、 『1299 10 12
史』古代中世史料編（高知県、 年） 頁）が確認される。1986 993
例えば 「越智長次畠地賣券」嘉元 （ ）年 月 日条（ 愛媛県史』資料編 古代(１４) 、 『4 1306 2 23
・中世（愛媛県 年） 頁）などが確認される。1983 396
『阿波国荘園史料 （徳島大学教育学部社会科教育研究室、 年） ～ 頁。(１５) 』 1972 78 79
分銭とは、斗代に面積を乗じて算出された貢祖を銭貨によって納めたものであり、代(１６)
『高知県史』古代中世史料編、 頁。(１７) 693
当一銭については小平銭・一文銭とも呼ばれ、銭貨 枚を 文として流通させる当十(１８) 1 10
銭・十文銭なども中世では存在していた。
『香川県史』第 巻、 頁。(１９) 8 749
「撰銭事」文明 （ ）年 月 日条。(２０) 17 1485 4 15
「道者職賣券」永禄 （ ）年 月吉日条（ 香川県史』第 巻、 頁 。(２１) 10 1567 8 8 494『 ）
1999(２２)中島圭一「日本の中世貨幣と国家 （歴史学研究会編『越境する貨幣』青木書店、」
年） ～ 頁。中島氏は 「打平（うちひらめ 」について中世日本国内において鋳造122 125 、 ）
された無文銭であると比定している。また、高木氏は撰銭令に確認される打平などの悪銭
を指す銭種に関する内容をまとめている（高木久史「日本中近世移行期国産銭に関する基
礎的考察－法制史料から－ （ 国語国文論集』第 号、 年 。」『 ））43 2013
高木同上論文、 ～ 頁。(２３) 34 35
『愛媛県史』資料編・近世上（愛媛県、 年） ～ 頁。史料内の下線部について(２４) 1984 6 7
は、筆者による。
。(２５)『新編香川叢書』史料編二（新編香川叢書刊行企画委員会、 年） ～ 頁1981 1006 1007
史料内の下線部については、筆者による。
高木前掲論文「 世紀第 四半期四国の銭使用秩序に関するノート」 ～ 頁。(２６) 16 4 81 82
小葉田前掲書『日本貨幣流通史』 ～ 頁。(２７) 223 231
「紺屋役之儀」天正 （ ）年 月 日条（ 阿波国徴古雑抄 、 頁）(２８) 15 1587 12 7 487『 』
小葉田前掲書『日本貨幣流通史』 ～ 頁。中世四国には確認されないが、小葉田(２９) 218 219
氏によると「上銭」よりも価値が低い銭貨として 「中銭 ・ 下銭」も存在していたとさ、 」「
れている。




算出方法としては 「田地分米合計額÷（田畠合計分銭古額－畠地合計分銭古額 」に(３２) 、 ）
より、分銭古 貫文あたりの石高を計算した。また、同様の計算については、高木氏も行1
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浜市教育委員会、 年 。なお、本稿では、個人情報の観点から所有者に関して実名を1999 ）
挙げることを避けた。
表４－１中の割合については 「模鋳÷（本銭＋模鋳 」により算出し、小数点第 位(３５) 、 ） 3
は四捨五入した。なお、日本で鋳造された皇朝十二銭については公鋳銭として扱ったため
本銭として、島銭ついては公鋳銭ではないために模鋳銭とみなした。模鋳銭のみが確認さ
れた場合は、割合を「 ％」と表記した。国名については 「 ベ 」がベトナムを指す。100 、（ ）
以下、表４－２・表４－３についても、算出方法及び表記については同じとする。
無文銭 枚の内、 枚は中国製、 枚は日本製の無文銭であると分類されている。(３６) 12 7 5
同時期の一括出土銭における模鋳銭の枚数・割合については、塩野出土銭（兵庫県姫(３７)
162 0.32 126 1.06 2路市）が 枚（ ％ 、引土出土銭（京都府舞鶴市）が 枚（ ％ 、吉田若宮） ）
次出土銭（長野県塩尻市）が 枚（ ％）となっている（兵庫埋蔵銭調査会前掲書151 2.59
















っている（高木前掲論文「 世紀第 四半期四国の銭使用秩序に関するノート」 頁 。16 4 82 ）
なお、小数点第 位については切り捨てとした。3
「洛中洛外酒屋土倉條々」永正元（ ）年 月 日条。(４６) 1504 8 23
「撰銭事」文明 （ ）年 月 日条。本史料では、 文中の 文を永楽通寳・(４７) 17 1485 4 15 100 32
洪武通寳・宣徳通寳などの銭貨を混ぜて 文として使用する旨が記されている。100
2 1223 3 16 536(４８)「廻船大法巻物写」貞観 （ ）年 月 日条（ 高知県史』古代中世史料編、『
～ 頁 。538 ）
『阿波国徴古雑抄』 頁。(４９) 269
阿波町史編纂委員会編『阿波町史 （徳島県阿波郡阿波町、 年） 頁。(５０) 』 1979 186
12 1569 3 26 182 183(５１)「 」 （ ） （『 』熊野三山御師江渡日記 永禄 年 月 日条 阿波国徴古雑抄 ～
頁 。）
『高知県史』古代中世史料編、 ～ 頁。(５２) 372 373
「廻船大法巻物写」貞観 （ ）年 月 日条。(５３) 2 1223 3 16
『愛媛県史』資料編 古代・中世、 頁。(５４) 1093
12 1584 10 18 1164(５５)「 」 （ ） （『 』 、羽柴秀吉書状 天正 年 月 日条 愛媛県史 資料編 古代・中世
頁 。）
16 1588 6 19 488(５６)「越久田ヘ被仰出御判物」天正 （ ）年 月 日条（ 阿波国徴古雑抄』『
頁 。）
『高知県史』古代中世史料編、 ～ 頁。(５７) 615 617
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物語っている。実際に、本史料から半世紀も経過しない正應 （ ）年には、5 1292
「ぬまたてのむら 」とあるように代銭納が行われた記録が残されている。この(８)



























(１２)【史料５－③ 「田畠差出之事」天正 （ ）年 月吉日条】 18 1590 9
御朱印寫 田畠指出之事
上田 五間六十間 七尺杖尺ニ而 上田 上田
○一段 貳百文 ○半段 百文 ○一畝 廿文
中田 中田 中田
○一段 百八十文 ○半段 九拾文 ○一畝 十八文
（中略）
○貳百歩 大 ○百歩 小 ○一歩 一坪
右之田畠悉皆共ニ永樂錢之積年貢可申付候者也
天正十八庚刁年九月吉日
【史料５－②】及び【史料５－③】は、共に出羽国における天正 （ ）年の検地18 1590
に関する史料である。












文禄 （ ）年の散用状においては、これまでのような銭換算ではなく、米での換算に4 1595





ができる。しかし、ここで挙げた【史料５－②】や【史料５－③ 、文禄 （ ）年の】 4 1595










以上、 世紀末の通貨事情について述べたが、 世紀から 世紀中頃までの銭貨に関16 14 16
する文献史料を網羅的に確認したが、単なる寄進や取引で銭貨を用いた事例しかなく、悪


























43 1968 7 16 2ここで取り上げる志海苔古銭は 昭和 年 月 日 道路拡張工事中に大甕、 （ ） 、
。 、 。個に古銭が満載された状態で発見された そして 翌 日には 個目の大甕が出土した17 3
古銭のほとんどは、その場で回収されたが、甕が不完全な状態であったため、約 万枚10
1 2 3 374,436程度の散逸があったと推定されている。発見された ・ 号甕と 号甕を合わせて









典拠）市立函館博物館編『函館志海苔古銭 （市立函館博物館、 年） ～ 頁より』 1973 10 12
筆者作成。
鋳造国 銭貨名 初鋳年 1・2号甕 3号甕 鋳造国 銭貨名 初鋳年 1・2号甕 3号甕
前漢 四銖半両 BC175 7 清寧通寳 1055 1
新 貨泉 14 6 咸雍通寳 1065 1 1
後漢 五銖 24 35 4 大康通寳 1075 2
開元通寶 621 25,381 5,435 建炎通寳 1127 71 17
乾元重寳 760 1,142 280 紹興元寳 1131 122 27
通正元寳 916 6 2 紹興通寳 1131 11 5
天漢元寳 917 15 2 隆興元寳 1163 1
光天元寳 918 15 2 乾道元寳 1165 2
乾徳元寳 919 67 12 淳熈元寳 1174 1,937 429
咸康元寳 925 18 1 紹熈元寳 1190 640 134
大唐通寳 944 326 67 慶元通寳 1195 779 159
漢通元寶 948 11 4 嘉泰通寳 1201 451 98
周通元寶 955 73 14 開禧通寳 1205 290 66
唐國通寶 959 1 1 嘉定通寶 1208 1,440 295
宋通元寶 960 1,055 233 大宋元寳 1225 70 14
太平通寶 976 2,898 614 紹定通寶 1228 519 95
淳化元寳 990 2,693 565 端平元寳 1234 39 10
至道元寳 995 4,881 970 嘉熈通寳 1237 130 31
咸平元寳 998 5,296 1,104 淳祐元寳 1241 440 90
景徳元寶 1004 6,719 1,420 皇宋元寳 1253 236 49
祥符元寳 1009 7,647 1,675 開慶通寳 1259 17 3
祥符通寳 1009 4,455 929 景定元寳 1260 401 74
天禧通寳 1017 6,513 1,430 咸淳元寳 1265 480 103
天聖元寶 1023 14,690 3,234 西夏 天盛元寳 1158 3
明道元寶 1032 1,489 324 正隆元寶 1158 373 106
景祐元寳 1034 4,416 968 大定通寶 1178 19 3
皇宋通寳 1037 38,757 8,274 至大通寳 1310 94 16
慶暦重寳 1045 1 至正通寳 1350 3
至和元寳 1054 3,622 830 大中通寳 1361 1
至和通寶 1054 1,138 278 洪武通寳 1368 7
嘉祐元寳 1056 3,686 792 和同開珎 708 1
嘉祐通寳 1056 7,190 1,539 萬年通寳 760 1
治平元寳 1064 5,770 1,232 神功開寳 765 4
治平通寳 1064 948 206 隆平永寳 796 2
熈寧元寳 1068 28,694 6,203 富寿神寳 818 2 2
熈寧重寳 1071 8 4 承和昌寳 835 1
元豊通寳 1078 35,401 7,608 貞観永寳 870 1
元祐通寳 1086 37,759 6,145 延喜通寳 907 1
紹聖元寶 1094 12,246 2,671 大平興寳 970 2 1
祥聖通寳 1094 2 天福鎮寳 984 16 3
元符通寳 1098 4,713 1,008 東國通寶 1097 5 2
聖宋元寳 1101 11,759 2,574 東國重寳 1097 1 1
崇寧通寳 1102 3 海東通寳 1097 14 4
崇寧重寳 1102 2 海東重寳 1097 1
大観通寶 1107 3,418 812 三韓通寳 1097 1
政和通寶 1111 12,459 2,747 三韓重寳 1097 2
宣和元寳 1119 1 不明銭 10,223 2,678














7 0.00 6 0.00表５－１より 志海苔古銭における内訳枚数は 前漢銭 枚 ％ 新銭 枚、 、 （ ）、 （
％ 、後漢銭 枚（ ％ 、唐銭 枚（ ％ 、五代十国銭 枚（ 枚 、北） ） ） ）39 0.01 32,238 8.61 637 0.17
宋銭 枚（ ％ 、遼銭 枚（ ％ 、南宋銭 枚（ ％ 、西夏銭 枚328,130 87.63 5 0.00 9,775 2.61 3） ） ）
0.00 501 0.13 113 0.03 8 0.00 31（ ）、 （ ）、 （ ）、 （ ）、％ 金銭 枚 ％ 元銭 枚 ％ 明銭 枚 ％ 高麗銭





































である。出土銭貨は、浪岡城跡の遺跡発掘調査中の昭和 （ ）年 月 日、不整方59 1984 9 10





種の銭貨が含まれていることが判明した。その内訳枚数は、唐銭 枚（ ％ 、五代390 6.53 ）
十国銭 枚（ ％ 、北宋銭 枚（ ％ 、南宋銭 枚（ ％ 、金銭 枚8 0.13 3,776 63.24 104 1.74 11） ） ）
0.18 17.08 378 6.33 276 4.62 5,971（ ）、 （ ）、 （ ）、 （ ）％ 明銭 ％ 無文銭 枚 ％ 不明銭 枚 ％ の合計
枚となっている。
まず、構成比率について検討すると、本出土銭と埋蔵時期が 世紀中頃とほぼ同時期15









典拠）浪岡町教育委員会編『昭和 年度浪岡城跡発掘調査報告書 浪岡城跡Ⅷ （浪岡町59 』
教育委員会、 年） 頁より筆者作成。1986 139
さらに、無文銭については、文献史学では中世日本において鋳造された国産の銭貨であ
り、その銭種は「打平（うちひらめ 」と比定されている 「打平」は、前述したよう） 。(２５)
、 （ ） （ ）に 大内氏が文明 年に発した日本最初の撰銭令 や室町幕府が永正17 1485 3 1506(２６)
年に発した撰銭令 などの多くの撰銭令において、その使用が全面的に禁止された銭種(２７)
である。また、織田信長が永禄 （ ）年に悪銭の条件付き通用を認めた唯一の撰銭12 1569
、「 」 。令 でも 打平 は精銭１枚に対し 枚を必要とする最下層の銭種に指定されている(２８) 10
また、前章・前々章にて挙げた一括出土銭の一覧表を見ても分かるように、無文銭はほ
鋳造国 銭貨名 初鋳年 本銭 鋳造国 銭貨名 初鋳年 本銭
開元通寶 621 367 元符通寳 1098 73
乾元重寳 758 23 聖宋元寳 1101 200
光天元寳 918 1 大観通寶 1107 50
乾徳元寳 919 1 政和通寶 1111 179
唐国通寳 959 6 宣和通寶 1119 22
宋通元寶 960 15 建炎通寳 1127 1
太平通寶 976 39 紹興元寳 1131 1
淳化元寳 990 33 淳熈元寳 1174 21
至道元寳 995 67 紹熈元寳 1190 7
咸平元寳 998 71 慶元通寳 1195 9
景徳元寶 1004 93 嘉泰通寳 1201 8
祥符元寳 1009 107 開禧通寳 1205 4
祥符通寳 1009 52 嘉定通寶 1208 11
天禧通寳 1017 91 大宋元寳 1225 2
天聖元寶 1023 225 紹定通寶 1228 7
明道元寳 1032 28 嘉熈通寳 1237 6
景祐元寳 1034 71 淳祐元寳 1241 9
皇宋通寳 1038 546 皇宋元寳 1253 4
至和元寳 1054 45 景定元寳 1260 9
至和通寶 1054 11 咸淳元寳 1265 5
嘉祐元寳 1056 51 正隆元寶 1157 7
嘉祐通寳 1056 107 大定通寳 1178 4
治平元寳 1064 79 元 至大通寳 1310 8
治平通寳 1064 18 大中通寳 1361 4
熈寧元寳 1068 407 洪武通寳 1368 533
元豊通寳 1078 500 永楽通寳 1408 483
元祐通寳 1086 401 無文銭 不明 378
紹聖元寶 1094 194 不明銭 276

















































。 、 （ ）、 （ ）、銭貨が出土している その内訳枚数は 唐銭 枚 ％ 五代十国銭 枚 ％809 7.26 17 0.15
7,060 63.33 181 1.62 20 0.18 6 0.05北宋銭 枚 ％ 南宋銭 枚 ％ 金銭 枚 ％ 元銭 枚（ ）、 （ ）、 （ ）、 （
2,305 20.68 1 0.01 40 0.36 1％ 、明銭 枚（ ％ 、高麗銭 枚（ ％ 、朝鮮銭 枚（ ％ 、琉球銭） ） ） ）
枚（ ％ 、島銭 枚（ ％ 、無文銭 枚（ ％ 、不明銭 枚（ ％）の合0.01 2 0.02 42 0.38 663 5.94） ） ）
計 枚となっている。ただし、この合計枚数には破損分 ｇは含まれていない。11,147 99.45
そして、模鋳銭は合計 枚の内、 枚確認される 。11,147 1,300 (３５)












典拠）中田書矢「青森県西海岸出土の一括埋納銭 （ 出土銭貨』第 号、 年） 頁」『 16 2001 94
より筆者作成。






鋳造国 銭貨名 初鋳年 本銭 模鋳 割合 鋳造国 銭貨名 初鋳年 本銭 模鋳 割合
開元通寶 621 657 121 15.55% 宣和通寶 1119 29 2 6.45%
乾元重寳・当十 758 31 〃・折二銭 1119 3
乾徳元寳 919 4 紹興元寳・折二 1131 4
周通元寶 955 2 紹興通寳 1131 2
唐国通寳 959 7 1 12.50% 淳熈元寳 1174 33 2 5.71%
開元通寶 960 3 紹熈元寳 1190 9
宋通元寶 960 17 2 10.53% 慶元通寳 1195 17 1 5.56%
太平通寶 976 64 16 20.00% 嘉泰通寳 1201 8 1 11.11%
淳化元寳 990 66 2 2.94% 開禧通寳 1205 7 1 12.50%
至道元寳 995 103 1 0.96% 嘉定通寶 1208 27 1 3.57%
咸平元寳 998 102 5 4.67% 大宋元寳 1225 1
景徳元寶 1004 175 8 4.37% 紹定通寶 1228 13 1 7.14%
祥符元寳 1009 193 9 4.46% 端平元寳 1234 1
祥符通寳 1009 118 6 4.84% 嘉熈通寳 1237 6
天禧通寳 1017 161 8 4.73% 淳祐元寳 1241 18 3 14.29%
天聖元寶 1023 345 36 9.45% 皇宋元寳 1253 6 2 25.00%
明道元寳 1032 27 景定元寳 1260 6 4 40.00%
景祐元寳 1034 129 5 3.73% 咸淳元寳 1265 7
皇宋通寳 1038 964 89 8.45% 正隆元寳 1157 10 2 16.67%
至和元寳 1054 82 11 11.83% 大定通寳 1178 8
至和通寶 1054 29 2 6.45% 元 至大通寳 1310 6
嘉祐元寳 1056 94 1 1.05% 大中通寳 1361 5
嘉祐通寳 1056 158 21 11.73% 洪武通寳 1368 744
治平元寳 1064 145 8 5.23% 永楽通寳 1408 1,443 71 4.69%
治平通寳 1064 22 4 15.38% 宣徳通寳 1433 42
熈寧元寳 1068 712 30 4.04% 日本 島銭 不明 2 100%
熈寧重寳・折二 1071 1 高麗 三韓重寳 1097 1
元豊通寳 1078 981 57 5.49% 李氏朝鮮 朝鮮通寶 1423 40
元祐通寳 1086 749 68 8.32% 琉球 世高通寳 1461 1
紹聖元寶 1094 341 24 6.58% 無文銭 不明 42 100%
元符通寳 1098 111 8 6.72% 不明銭 86 577 87.03%
聖宋元寳 1101 301 15 4.75% 小計 9,847 1,300 11.66%
大観通寶 1107 71 7 8.97% 破損銭
















。 、 、限のような形で受容し続けていたのではないだろうか そして 受容した銭貨については
全て同価値通用が行われていたとする 世紀代と同様の状況が 世紀初頭においても継15 16
続していたと指摘することができる。
３． 世紀末の流通銭16
本項の最後の事例として、 世紀第 四半期を埋蔵時期とする新城第 次調査出土銭16 4 2





た。その後、青森市史編纂事業のために、平成 （ ）年 月 日から 日にかけ12 2000 7 18 22




表５－４より、新城第 次調査出土銭には、唐銭から明銭までの 種の銭種が含まれ2 54
。 、 （ ）、 （ ）、ていることが分かる その内訳枚数は 唐銭 枚 ％ 五代十国銭 枚 ％264 3.76 5 0.07
1,387 19.76 14 0.20 5 0.07 1 0.01北宋銭 枚（ ％ 、南宋銭 枚（ ％ 、金銭 枚（ ％ 、元銭 枚（） ） ）
％ 、明銭 枚（ ％ 、高麗銭 枚（ ％ 、朝鮮銭 枚（ ％）琉球銭 枚） ） ）1,027 14.63 1 0.01 5 0.07 1
（ ）、 （ ）、 （ ）、 （ ）、0.01 5 0.07 1,812 25.82 3 0.04％ ベトナム銭 枚 ％ 無文銭 枚 ％ 鉄銭 枚 ％
2,489 35.46 7,019 6,432 91.64不明銭 枚 ％ の合計 枚となっている その内 模鋳銭は 枚（ ） 。 、 （












まで模鋳銭の比率が高い事例は存在しない 。このような 世紀末の出土銭貨内に模鋳(３９) 16
銭がほとんどを占める状況に関しては、東北地方にしか確認されない事象であることが分
鋳造国 銭貨名 初鋳年 本銭 模鋳 割合 鋳造国 銭貨名 初鋳年 本銭 模鋳 割合
開元通寶 621 78 179 69.65% 聖宋元寳 1101 12 32 72.73%
乾元重寳 760 4 3 42.86% 大観通寶 1107 6 7 53.85%
光天元寳 918 1 政和通寶 1111 30 21 41.18%
周通元寶 955 2 宣和通寶 1119 1 2 66.67%
開元通寶 960 2 紹興通寳 1131 1
宋通元寶 960 1 100% 淳熈元寳 1174 1
太平通寶 976 5 12 70.59% 紹熈元寳 1190 3 2 40.00%
淳化元寳 990 4 4 50.00% 嘉泰通寳 1201 1 100%
至道元寳 995 12 25 67.57% 嘉定通寶 1208 2
咸平元寳 998 11 17 60.71% 嘉熈通寳 1237 1 100%
景徳元寶 1004 12 14 53.85% 皇宋元寳 1253 1 100%
祥符元寳 1008 17 129 88.36% 景定元寳 1260 1
祥符通寳 1008 25 120 82.76% 咸淳元寳 1265 1
天禧通寳 1017 43 56 56.57% 金 正隆元寶 1158 5 100%
天聖元寶 1023 22 77 77.78% 元 至大通寳 1310 1
明道元寶 1032 2 1 33.33% 洪武通寳 1368 46 918 95.23%
景祐元寳 1034 6 11 64.71% 永楽通寳 1408 1 61 98.39%
皇宋通寳 1037 32 76 70.37% 弘治通寳 1503 1
至和元寳 1054 1 10 90.91% 光順通寳 1460 2
至和通寶 1054 1 2 66.67% 洪徳通寳 1470 3
嘉祐元寳 1056 5 11 68.75% 高麗 海東通寳 1097 1
嘉祐通寳 1056 5 18 78.26% 李氏朝鮮 朝鮮通寳 1423 4 1 20.00%
治平元寳 1064 7 11 61.11% 琉球 大世通寳 1454 1
治平通寳 1064 4 4 50.00% 無文銭 不明 1,812 100%
熈寧元寳 1068 24 62 72.09% 鉄銭 不明 3 100%
元豊通寳 1078 63 89 58.55% 不明銭 13 2,476 99.48%
元祐通寳 1086 48 116 70.73% 小計 587 6,432 91.64%
紹聖元寶 1094 16 34 68.00% 合計 7,019












































しかし、先に挙げた【史料５－②】及び【史料５－③】より、天正 （ ）年の検18 1590
地において永楽通寳が指定されている。この検地において永楽通寳が指定されたことによ
り、流通銭の中から永楽通寳が少しずつ流出していった。結果、検地における永楽通寳の





























ていたのは周知の事実である。東北地方における金に関する記録は古く、天平 （ ）20 748
「 」 、 「 」年に 奥州ヨリ黄金ヲホリ出シテ とあり さらにこの事例を 是日本ニ金ヲ出スノ始也
と記されている 。つまり、奈良時代では既に奥州にて金が掘り出され、他地域にもた(４２)
らされていたのである。
、 （ ） 、その後も 建久元 年などには砂金 両を鎌倉幕府へ進上した記録が確認され1190 800
さらに、正長元（ ）年には以下の史料が存在している。1428

















(４４)【史料５－⑤ 「浅野正勝書状」天正 （ ）年 月 日条】 19 1591 8 7
（前略）

















【史料５－⑤】が確認されて以降、東北では文禄 （ ）年には年貢に初めて金子を3 1594
利用し 、さらに慶長 （ ）年には秋田から敦賀までの船賃に金子を用いるように(４５) 2 1597





ることはなかった。しかし、 年代に入ると、天正 （ ）年に葛西金（ 史料５－1590 19 1591 【
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⑤】参照 、文禄 （ ）年には横沢金山 の名が相次いで確認されるようになる。こ） 2 1593 (４７)































また、 年後の慶長 （ ）年には、出羽国の檜山安藤氏の居城であった湊城の修築2 5 1600










































































成田末五郎「津軽地方発掘古銭の研究 （ 青森県郷土誌料』第 輯、 年 。成田氏(１) 」『 ）2 1938
は、他にも多数の出土銭貨に関する報告を行っている。
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は四捨五入した。なお、日本で鋳造された皇朝十二銭については公鋳銭として扱ったため
本銭として、島銭ついては公鋳銭ではないために模鋳銭とみなした。模鋳銭のみが確認さ
れた場合は、割合を「 ％」と表記した。国名については 「 ベ 」がベトナムを指す。100 、（ ）
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年 。なお、第 次調査については 枚、第 次調査は 枚を調査対象としている。） 1 8,182 2 7,019
































































朝鮮での史料ついて確認しておきたい。中宗 （ ）年の『李朝実録』の「南京乃福39 1544
建也」 との記事に基づき、現在においても詳細不明とされている悪銭の一種である「南１３( )
京」銭が福建製の私鋳銭ではないかという指摘が黒田氏により既になされている 。先に１４( )




、 、 （ ） 、 「 」また 日本においても 永禄 年 織田信長が発令した撰銭令の中に 南京12 1569
、 「 」 、「 」銭が挙げられており 精銭 枚に対し 南京 銭 枚とする公定比価を設定 し 南京1 10 １５( )





















前述したように、福建省は 世紀より私鋳銭の鋳造拠点の つであり、密貿易の中国側16 1
の拠点でもあった。小葉田氏により戦前より指摘されている が、福建省と日本のつな(１８)
がりについて 『日本一鑑』には、 世紀中頃、福建省龍渓地方では私鋳銭が鋳造され、、 16
その私鋳銭を日本商人が買い求めている姿が記されている。また、日本商人は、購入の際
、 。に中国銭であることを重視し 龍渓産の偽物の銭かどうかを確認せず購入したとある(１９)
また、第１章第３節にて触れたように、 世紀半ば頃の日本への主要輸出品の つであ16 1
った「古文銭」と銀の交易価格は 「福建私新銭」 文に対して銀 両 銭であるとし、 1000 1 2




























嘉靖年間 ～ 年 においては 宋銭を 盗鋳伝用 し 元豊銭 ・ 元祐銭 ・ 聖（ ） 、 「 」 、「 」「 」「1522 1566
5元銭 ・ 崇寧銭 ・ 熈寧銭 を短い周期で鋳造・廃棄を繰り返し行っていた これは」「 」「 」 。 、(２１)
種類の北宋銭の銭銘を利用し、明代に北宋銭の形をした銭を新たに鋳造したということで
ある。つまり、福建省にて鋳造された具体的な私鋳銭の銭種を指す。
これら 種類の私鋳銭の鋳造時期が 世紀中頃であり、日本国内に流通するには若干の5 16
タイムラグがあることを踏まえ 、 世紀末を埋蔵時期とする北陸地方の一乗谷朝倉氏(２２) 16




以下に挙げた表６－１は、 世紀末以降の出土銭貨である一乗谷朝倉氏遺跡第 次調16 57
査出土銭と新城第 次調査出土銭、堺環濠都市遺跡出土銭における上位 銭種を挙げたも2 10
のである。上位 銭種の中でも、上述の福建省にて鋳造された私鋳銭と合致している銭銘10
を網掛けにて表した 表６－１をみると 三者が共通している銭種として 元豊通寳 ・ 熈。 、 、「 」「
寧元寳 ・ 元祐通寳」の 種を確認することができる。」「 3
具体的に一乗谷朝倉氏遺跡第 次調査出土銭の構成比率から確認していくと、元豊通寳57
1,633 9.84 1,402 8.45 1,162 7.00 4,197枚（ ％ ・熈寧元寳 枚（ ％ ・元祐通寳 枚（ ％）の合計） ）
枚（ ％）の比率となっている。この内、 枚は模鋳銭、 枚はベトナム銭私鋳銭が25.29 93 16
含まれている。
次に、新城第 次調査出土銭は、元豊通寳 枚（ ％ ・熈寧元寳 枚（ ％ ・2 152 2.17 86 1.23） ）
元祐通寳 枚（ ％）の合計 枚（ ％）の比率となっている。そして、模鋳銭164 2.34 402 5.73
は 枚であり、 種の内 ％も占めるに至っている。267 3 66.47
17 175最後に 世紀初頭を埋蔵時期とする堺環濠都市出土銭であるが こちらは元豊通寳、 、





貨 （出土銭貨研究会、 年 、新城第 次は工藤清泰「青森市域の出土銭－模』 ）2006 2
鋳銭と無文銭－ （ 市史研究あおもり』５、 年）より筆者作成。」『 2002
以上に示したように 「元豊銭 ・ 元祐銭 ・ 熈寧銭」の 種はそれぞれの出土銭内にお、 」「 」「 3







しかし、新城第 次調査出土銭では 割以上が日本製の模鋳銭であり、中国銭そのもの2 6




一乗谷朝倉氏遺跡第 次調査出土銭・新城第 次調査出土銭・堺環濠都市遺跡出土銭で57 2
「 」「 」 、は確認されなかった福建省にて鋳造されたとされる残りの 聖元銭 ・ 崇寧銭 について
順位 銭貨名 枚数 割合 銭貨名 枚数 割合 銭貨名 枚数 割合
1 皇宋通寳 3,031 10.47% 洪武通寳 964 13.73% 皇宋通寳 187 8.82%
2 元豊通寳 2,965 10.24% 開元通寶 256 3.65% 元豊通寳 175 8.26%
3 開元通寶 2,576 8.90% 元祐通寳 164 2.34% 元祐通寳 133 6.27%
4 熈寧元寳 2,546 8.79% 元豊通寳 152 2.17% 開元通寶 122 5.76%
5 元祐通寳 2,107 7.28% 祥符元寳 146 2.08% 熈寧元寳 122 5.76%
6 天聖元寶 1,330 4.59% 祥符通寳 145 2.07% 洪武通寳 82 3.87%
7 政和通寶 1,135 3.92% 皇宋通寳 108 1.54% 天聖元寶 76 3.58%
8 祥符元寳 1,134 3.91% 天禧通寳 99 1.41% 永楽通寳 66 3.11%
9 聖宋元寳 958 3.31% 天聖元寶 99 1.41% 紹聖元寶 64 3.02%
10 紹聖元寶 923 3.19% 熈寧元寳 86 1.23% 政和通寶 64 3.02%





いて、これらの銭貨が 枚も確認されないのは違和感があり 、福建省での日本商人によ1 (２５)
る買い付け時点での排除など何らかの意図的な行為があった可能性が指摘されよう。
以上、出土銭貨の観点から福建省と日本の地方とのつながりについてみてきた。福建省


















、 、 。ても同様であり 中国銭と同様に方孔円形の形をしており 銭貨には銭銘が記されている
ベトナム銭の鋳造は、丁朝（ ～ 年）の 年に鋳造された「大平興寶」から始966 980 970
まり、丁朝から莫朝（ ～ 年）までの間に、 種のベトナム銭が歴代王朝により1527 1677 33
。 、 （ ） 、鋳銭されている 日本へは 早くは 年前後の本城出土銭 福岡県北九州市 から(２７) 1300
前黎朝（ ～ 年）が 年に鋳造した「天福鎮寶」が確認され 、鎌倉期よりす980 1009 984 (２８)
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でに中国銭に混じってベトナム銭が使用されていたことが分かる。
ベトナム銭について、特徴的な点は、 世紀代に鋳造された後黎朝の紹平通寳（ 年15 1434
鋳造 ・大和通寳（ 年鋳造 ・延寧通寳（ 年鋳造 ・天興通寳（ 年鋳造 ・光） ） ） ）1443 1454 1459
順通寳（ 年鋳造 ・洪徳通寳（ 年鋳造 ・景統通寳（ 年鋳造）といった銭貨1460 1470 1498） ）











銭は、以下の表６－２に挙げた全国主要埋蔵銭 例中 例で確認される。その内訳は、64 34
丁銭 枚、前黎銭 枚、陳銭 枚、後黎銭 枚、莫銭 枚の合計 枚である。永井氏12 67 8 78 1 166
1 8は、丁・前黎・陳の王朝銭が出土する小重遺跡出土銭（新潟県上越市）以前の 期から
期のグループと陳・後黎・莫の王朝銭が出土する新城出土銭（青森県青森市）以後の 期9
・ 期のグループに大別している 。10 (３１)








土銭貨』第 号、 年） 頁より筆者作成。22 2005 67
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してみたい。まず、出土事例については、 期から 期のグループでは東日本 例、西日1 8 14
本 例となり、 期・ 期のグループについては東日本 例、西日本 例となっており、15 9 10 2 3
偏りはほぼ見受けられない。枚数については、前者が東日本 枚、西日本 枚となり、51 32















52乗谷朝倉氏遺跡より出土した資料を再び参照することとする まず 一乗谷朝倉氏遺跡第。 、
次調査出土銭（表２－３）では、ここでは、天福鎮寳 枚のみが確認でき、 世紀代以降1 15
に鋳銭された後黎銭・莫銭は見受けられない。ベトナム銭の混入割合をみても、 枚の3,784
内 パーセントを占めているに過ぎない。そして、一乗谷朝倉氏遺跡第 次調査出土0.02 57
銭（表２－５）においては、中世日本初出となる後黎銭と詳細不明のベトナム銭を合わせ
て 種 枚が確認される。中国銭を模したベトナム製私鋳銭を含めても、ベトナム銭の11 60
出土量は全体の 枚の内 パーセントにも満たない。16,594 1
既に述べたように、一乗谷朝倉氏遺跡第 次調査出土銭は精銭の備蓄銭であり、一乗谷52























、 、 。より鋳造され 以後 歴代王朝は王朝自らの主権を肯定するために銭貨を鋳造していった
そして、 年には、紙幣である鈔を発行し、銭貨の使用を禁止する命令が出されたが、1396

















銭は精銭からは排除されていたという結果が示されている。特に、 世紀末から 世紀14 15















１． 世紀末から 世紀初頭の流通銭14 15
ベトナムの出土銭貨を確認するために、ベトナム銭に関する現地調査報告書である『昭
和女子大学国際文化研究所紀要』第 号・第 号から、中世を埋蔵時期とする つの資12 16 4
。 、 。料を挙げる まず 世紀末から 世紀初頭を埋蔵時期とする つの表を確認したい(３６) 14 15 2
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表６－３ ２号資料一覧表
典拠 「調査報告編 （ 昭和女子大学国際文化研究所紀要』第 号、 年） 頁より） 」『 12 2009 90
筆者作成。
鋳造国 銭貨名 初鋳年 本銭 ベ私鋳 割合 鋳造国 銭貨名 初鋳年 本銭 ベ私鋳 割合
開元通寶 621 238 1 0.42% 紹聖元寶 1094 195
乾元重寳 758 15 紹聖通寳 1094 1
五代十国 唐国通寳 959 8 元符通寳 1098 75
宋通元寶 960 6 聖宋元寳 1101 207
開元通寶 960 3 大観通寶 1107 66
太平通寶 976 6 政和通寶 1111 146
淳化元寳 990 34 宣和通寶 1119 19
至道元寳 995 81 建炎通寳 1127 2
咸平元寳 998 65 紹興元寳 1131 1
景徳元寶 1004 94 淳熈元寳 1174 7
祥符元寳 1008 127 紹熈元寳 1190 1
祥符通寳 1008 64 慶元通寳 1195 4
天禧通寳 1017 92 嘉泰通寳 1201 3
天聖元寶 1023 186 嘉定通寶 1208 6
明道元寳 1032 22 大宋元寳 1225 4
景祐元寳 1034 45 紹定通寶 1228 4
皇宋通寳 1038 416 嘉熈通寳 1237 6
至和元寳 1054 35 淳祐元寳 1241 10
至和通寶 1054 9 皇宋元寳 1253 15
嘉祐通寳 1056 71 咸淳元寳 1265 3
嘉祐元寳 1056 28 金 正隆元寶 1157 7
治平元寳 1064 64 大中通寳 1361 1
治平通寳 1064 12 洪武通寳 1368 13
熈寧元寳 1068 290 不明銭 99
元豊通寳 1078 460 小計 3,690 1 0.03%








典拠 「調査報告編 （ 昭和女子大学国際文化研究所紀要』第 号、 年） 頁より） 」『 16 2013 13
筆者作成。
表６－３ は、陳朝（ 年～ 年）期に製作された陶器に入れられ、特に精銭が(３７) 1225 1400
。 、集められた 号資料との名称が付けられた出土銭貨である 銭貨は 枚の私鋳銭を除き2 1(３８)
254 6.88 8中国銭の本銭にて構成されている。その内訳枚数は、唐銭 枚（ ％ 、五代十国銭）
枚（ ％ 、北宋銭 枚（ ％ 、南宋銭 枚（ ％ 、金銭 枚（ ％ 、0.22 3,243 87.86 66 1.79 7 0.19） ） ） ）
14 0.38 99 2.68 49 3,691 1明銭 枚 ％ 不明銭 枚 ％ の合計 種 枚となっている その内（ ）、 （ ） 。 、
枚にのみ唐銭の開元通寶の形をしたベトナム製私鋳銭が混入している。中世日本の出土銭
貨と同様に、唐・北宋・南宋銭で全体の ％を占めるに至っている。96.53
次いで、表６－４ は、 号資料の名称が付いた出土銭貨である。こちらも陳朝期に製(３９) 4
鋳造国 銭貨名 初鋳年 本銭 鋳造国 銭貨名 初鋳年 本銭
五銖 BC118 6 元豊通寳 1078 412
貨泉 14 1 元祐通寳 1086 292
開元通寶 621 291 紹聖元寶 1094 153
乾元重寳 758 12 元符通寳 1098 57
周元通寳 955 1 聖宋元寳 1101 163
唐国通寳 958 3 大観通寶 1107 62
宋通元寳 960 10 政和通寶 1111 120
太平通寶 976 16 宣和通寶 1119 37
淳化元寳 990 31 建炎通寳 1127 1
至道元寳 995 64 淳熈元寳 1174 17
咸平元寳 998 67 紹熈元寳 1190 1
景徳元寶 1004 79 嘉泰通寳 1201 2
祥符元寳 1008 98 嘉定通寶 1208 3
祥符通寳 1008 63 大宋元寳 1225 4
天禧通寳 1017 60 紹定通寶 1228 6
天聖元寶 1023 173 嘉熈通寳 1237 3
明道元寳 1032 24 淳祐元寳 1241 5
景祐元寳 1034 35 皇宋元寳 1253 3
皇宋通寳 1039 478 景定元寳 1260 1
至和元寳 1054 34 咸淳元寳 1265 3
至和通寶 1054 7 正隆元寶 1157 7
嘉祐元寳 1056 27 大定通寶 1178 1
嘉祐通寳 1056 72 明 大中通寳 1361 1
治平元寳 1064 82 前黎（ベ） 天福鎮寳 980 2
治平通寳 1064 4 不明銭 92










7 0.20 303作された陶器に入った出土銭貨である その内訳枚数は 漢銭 枚 ％ 唐銭(４０)。 、 （ ）、
8.57 4 0.11 3,069 86.82 49 1.39枚（ ％ 、五代十国銭 枚（ ％ 、北宋銭 枚（ ％ 、南宋銭 枚（） ） ）
8 0.23 1 0.03 2 0.06％ 、金銭 枚（ ％ 、明銭 枚（ ％ 、ベトナムの自国銭である前黎銭 枚（） ） ）
％ 、不明銭 枚（ ％）の合計 種 枚となっている。こちらも唐・北宋・南宋） 92 2.60 51 3,535
銭で全体の ％が占められている。しかし、 号資料には、ベトナム製の私鋳銭は確認96.78 4
されていない。
まず、 号資料と 号資料では、唐・北宋・南宋銭の比率が極めて高いことが分かる。2 4
具体的には、 号資料が ％、 号資料が ％となっており、中世日本と同様の数2 96.53 4 96.78

























寳、開元通寶となっており、 号資料と全く同じ順序となっている。特に、 号資料につい4 4
ては、 号資料には確認されない五銖などの古文銭も含まれており、極めて似た内容とな2
っている。つまり、 世紀から 世紀にかけての流通銭は日本・ベトナムとも中国銭を14 15
主体とし、その構成も同様の通貨事情が形成されていたと指摘できる。
２． 世紀代の流通銭16
次に、 世紀代におけるベトナム銭の資料として、まず、表６－５ を確認したい。16 (４３)
表６－５ 号資料一覧表6
典拠 「調査報告編 （ 昭和女子大学国際文化研究所紀要』第 号、 年） 頁より） 」『 16 2013 92
筆者作成 ）。
鋳造国 銭貨名 初鋳年 本銭 鋳造国 銭貨名 初鋳年 本銭
開元通寶 621 147 元祐通寳 1086 131
乾元重寳 758 7 紹聖元寶 1094 71
周通元寶 955 1 元符通寳 1098 18
唐国通寳 959 1 聖宋元寳 1101 38
大唐通寳 960 1 大観通寶 1107 12
宋通元寶 960 13 政和通寳 1111 34
太平通寳 976 22 宣和通寶 1119 10
淳化元寳 990 9 淳熈元寳 1174 2
至道元寳 995 48 慶元通寳 1195 1
咸平元寳 998 47 大宋元寳 1225 1
景徳元寶 1004 40 紹定通寶 1228 1
祥符元寳 1008 64 皇宋元寳 1253 2
祥符通寳 1008 41 景定元寳 1260 2
天禧通寳 1017 38 咸淳元寳 1265 1
天聖元寶 1023 71 正隆元寳 1157 7
明道元寳 1032 13 大定通寶 1178 7
景祐元寳 1034 11 元 至大通寳 1310 3
皇宋通寳 1039 152 洪武通寳 1368 62
至和元寳 1054 12 永楽通寳 1403 70
至和通寶 1054 6 紹平通寳 1434 3
嘉祐元寳 1056 8 大和通寳 1443 7
嘉祐通寳 1056 14 光順通寳 1460 12
治平元寳 1064 22 洪徳通寳 1470 10
治平通寳 1064 7 景統通寳 1498 1
熈寧元寳 1068 92 不明銭 176










表６－５は、 号資料と呼ばれ、 世紀初頭を埋蔵時期とする出土銭貨であり、本銭が6 16
そのほとんどを占めている。容器は残存していないが、銭貨が半球状に銹着していたこと
から埋納時は何らかの容器の中に保管されていたと考えられている 。その内訳枚数は、(４４)
154 8.92 3 0.17 1,202 69.60 10唐銭 枚（ ％ 、五代十国銭 枚（ ％ 、北宋銭 枚（ ％ 、南宋銭） ） ）
枚（ ％ 、金銭 枚（ ％ 、元銭 枚（ ％ 、明銭 枚（ ％ 、ベトナム0.58 14 0.81 3 0.17 132 7.64） ） ） ）
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筆者作成。
表６－６ は、 号資料と呼ばれる 世紀から 世紀を埋蔵時期とする出土銭貨であ(４７) 3 16 18
る。銭貨は、口縁部が欠損している黎朝期の筒型陶器に入れられていた 。内訳枚数につ(４８)
いては、ベトナム製私鋳銭 枚（ ％ 、民間鋳造銭 枚（ ％ 、ベトナム銭を654 89.34 77 10.52） ）
模した銭貨 枚（ ％）となっている。全て公鋳銭ではない偽銭ではあるが銭種別にみ1 0.14
5 0.30 619 37.63 1 0.06 29 1.76ると 唐銭 枚 ％ 北宋銭 枚 ％ 元銭 枚 ％ 明銭 枚、 （ ）、 （ ）、 （ ）、 （
1 0.06 77 4.68 913％ ベトナムの陳銭 枚 ％ ベトナムでの民間鋳造銭 枚 ％ 不明銭）、 （ ）、 （ ）、






鋳造国 銭貨名 初鋳年 私鋳銭 鋳造国 銭貨名 初鋳年 私鋳銭
開元通寶 621 4 元符通寳 1098 31
乾元重寳 758 1 聖宋元寳 1101 2
宋通元寶 960 2 宣和通寶 1119 1
太平通寶 976 3 元 至大通寳 1310 1
淳化元寳 990 3 洪武通寳 1368 1
至道元寳 995 19 永楽通寳 1403 28
咸平元寳 998 38 陳（ベ） 大定通寶 1369 1
景徳元寶 1004 8 治平聖寳 不明 5
祥符元寳 1008 55 安法元寳 不明 21
祥符通寳 1008 1 紹豊平寳 不明 13
天禧通寳 1017 6 聖元通寳 不明 11
天聖元寶 1023 66 天符元寳 不明 1
皇宋通寳 1039 15 漢元通寳 不明 3
嘉祐通寳 1056 1 太平聖寳 不明 3
治平元寳 1064 7 祥通元寶 不明 3
治平通寳 1064 1 祥聖通寳 不明 2
熈寧元寳 1068 7 打抜（ベ） 紹豊平寳 不明 15
元豊通寳 1078 121 不明銭 913










































































佐久間重男『日明関係史の研究 （吉川弘文館、 年） 頁。(１) 』 1992 327
モルガ著（神吉敬三・箭内健次訳 『フィリピン諸島誌 （岩波書店、 年） 頁。(２) ） 』 1966 424






























711 1998(１４)黒田明伸「一六・一七世紀環シナ海経済と銭貨流通 （ 歴史学研究』第 号、」『
年） 頁。21
「織田信長撰銭定書案」永禄 （ ）年 月 日条。また「南京」銭を確認するこ(１５) 12 1569 3 1
とのできる文献として 「東福寺領周防得地保正税米官銭納下帳案」永禄 年 月 日条、 2 5 7
（東京大学史料編纂所編『大日本古文書 家わけ第二十 東福寺文書之二 （東京大学出版』




























黒田前掲書『貨幣システムの世界史 ＜非対称性＞をよむ』 頁。(２４) 129
特に 「崇寧銭」については、崇寧通寳と崇寧重寳、崇寧重寳の当十銭の 種の銭貨があ(２５) 、 3
るが、全国の出土銭貨内においてそれぞれ 枚以下しか出土事例がない出土銭貨である200
（永井前掲書『新版中世出土銭の分類図版』 ～ 頁 。66 68 ）
櫻木氏らによるベトナム銭の現地調査の結果を記した刊行物として 「ベトナム北部の一(２６) 、
括出土銭の調査研究 （ 昭和女子大学国際文化研究所紀要』第 号、 年）及び「ベト」『 12 2008




永井久美男「中世と近世初期の埋蔵銭の時期区分 （ 出土銭貨』第 号、 年 。(２９) 」『 ）15 2001
ただし、交易の事例ではないが、応永 （ ）年、スマトラから若狭国小浜へ南蛮船(３０) 15 1408
が到来し 「生象」などを京都の足利義持へ献上した記録が残されている（ 若狭国税所今、 「
富名領主代々次第」応永 （ ）年 月 日条（福井県立若狭歴史民俗資料館編『若狭15 1408 6 22




以下、ベトナムの通貨事情に関する内容については 「調査報告編 ・菊池誠一「 大越史(３３) 、 」 『
記全書』中の銭貨関連主要記事 ・ （阿部由里子訳 「ベトナム史における」 ）Nguyen Van Kim
貨幣鋳造と使用 ・三宅俊彦「東アジア銭貨流通におけるベトナム出土銭の位置づけ （ 昭」 」『




る（ 古寛永」ベトナムで出土』日本経済新聞、 年 月 日朝刊 面 。『「 ）2006 8 16 30
、(３５)黒田前掲書『貨幣システムの世界史 ＜非対称性＞をよむ』 ～ 頁。ジャワでは119 123




大学国際文化研究所紀要』第 号） ～ 頁 。12 173 174 ）
表６－３中における「ベ私鋳」は、ベトナム製私鋳銭を指す。また、割合については、(３７)
「ベトナム製私鋳銭÷（本銭＋ベトナム製私鋳銭 」により算出した。なお、小数点第 位） 3
以下は、四捨五入とした。
前掲報告書「ベトナム北部の一括出土銭の調査研究」 頁。(３８) 84




表中の「 ベ 」については、ベトナムを指す。(４３) （ ）
前掲報告書「ベトナム北部の一括出土銭の調査研究２」 頁。(４４) 90
26(４５)三宅俊彦 中国における永楽通寳の出土事例－窖蔵銭を中心として－ 出土銭貨 第「 」（『 』
























。 、には貨幣機能化が備わるようになった 年代に画期を迎えることとなった 金・銭は1570
高額貨幣・低額貨幣としてすみ分けがなされていたため、両者は併存し、機能していた。









































































































（ 朝鮮学報』第 号、 年）及び、須川英徳「高麗末から朝鮮初における貨幣論の展『 2 1951
開 （武田幸男編『朝鮮社会の史的展開とアジア』山川出版社、 年 、須川英徳「朝鮮」 ）1997
時代の貨幣 （ 歴史学研究』第 号、 年 、門田誠一「朝鮮半島と琉球諸島におけ」『 ）711 1998
る銭貨流通と出土銭 （ 同志社大学歴史資料館館報』第 号、 年）などが挙げられる。」『 4 2001
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